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『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
か
ら
の
語
彙
と
用
例
採
取
に
つ
い
て

―
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
―

田

村

宗

英

は
じ
め
に

　

前
回
の
現
代
密
教
第
二
十
七
号
で
は
、『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』
に
お
け
る
語
彙
と
用
例
採
取
を
行
い
、
特
定
の
項
目
を
取
り

出
し
一
覧
表
を
提
示
、
そ
の
上
で
考
察
を
加
え
た
。
今
回
は
そ
の
延
長
と
し
て
、『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
を
採
り
上
げ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
研
究
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
前
回
と
重
複
す
る
部
分
で
は
あ
る
が
、
智
山
伝
法
院
で
は
、

平
成
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
「
教
学
を
再
考
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
て
研
究
会
や
講
習
会
を
行
っ
た
。
こ
の
テ
ー

マ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
密
教
第
二
十
六
号
掲
載
の
巻
頭
言
や
論
文
等
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
僧
侶
の
学
び
は
事
相
と

教
相
の
双
修
が
基
本
で
あ
る
が
、
両
者
が
乖
離
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
に
端
を
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
言
密
教

の
伝
統
と
し
て
の
学
び
、「
教
学
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み
た
場
合
、
私
た
ち
が
一
般
的
に
使
っ
て
い
る
「
教
学
」

と
い
う
言
葉
自
体
も
甚
だ
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
点
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。
ま
た
、「
教
学
」
と
の
関
係
性
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が
深
い
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
範
疇
や
枠
組
み
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
ら
一
連

の
考
察
が
「
教
学
を
再
考
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
言
葉
の
枠
組
み
や
範
疇
が
明
確
で
は
な
い
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
に
つ
い
て
過
去
の
用
例
に
遡
り
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
高
野
山
大
学
教
授
の
佐
藤
隆
彦
師
、
平

成
二
十
六
年
度
に
は
真
言
宗
豊
山
派
事
相
研
究
所
所
長
の
石
井
祐
聖
師
を
お
招
き
し
て
講
習
会
や
研
究
会
を
開
催（
１
）し

た
こ
と
を
背
景

と
し
て
い
る
。
両
師
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
教
学
」
と
関
連
す
る
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
に
つ
い
て
、
そ
の
言
葉
の
範
疇
や
使
い
分
け

等
に
つ
い
て
ご
講
義
頂
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
本
研
究
で
は
石
井
師
に
ご
提
示
い
た
だ
い
た
分
類
資
料
、
こ
れ
は
真
言
宗
豊
山
派
宗

務
所
発
行
『
改
訂
増
補　

豊
山
年
表
』
か
ら
特
定
の
項
目
を
取
り
出
し
視
認
性
の
高
い
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料

と
作
成
方
法
を
参
考
に
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

研
究
範
囲
と
方
法
、
ま
た
採
取
し
た
語
彙
等
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
研
究
範
囲
と
方
法
》

●
江
戸
時
代

●
『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』（
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
一
日
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
）
か
ら
語
彙
と
用
例
を
採
取
し
、
一
覧

に
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
特
定
の
傾
向
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

《
採
取
し
た
語
彙
と
用
例
》

●
「
講
義
」「
講
伝
」「
伝
授
」
を
中
心
に
採
取
。
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考
察

　

使
わ
れ
て
い
る
回
数
が
最
も
多
い
の
は
「
伝
授
」
で
あ
り
、
次
い
で
「
講
義
」、「
講
伝
」
と
な
る
。
こ
れ
は
、
前
回
の
［
近
現
代

篇
］
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

一
、「
伝
授
」

掲
載
件
数　

三
百
十
三
件

　

一
覧
表
か
ら
内
容
を
み
て
い
く
と
、
事
相
に
関
す
る
も
の
全
般
を
「
伝
授
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

前
回
み
た
近
現
代
に
お
い
て
も
同
じ
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
た
め
、
江
戸
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
事
相
に
関
わ
る
内
容
は
「
伝

授
」
と
い
う
語
を
一
貫
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
伝
授
」
に
加
え
て
「
伝
受
」
と
い
う
語
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
伝
授
を
行
う
／
受
け
る
」
等
と
い
う
よ
う
に
表
現
す
る

が
、
近
世
に
お
い
て
は
教
え
を
「
授
け
る
」「
受
け
る
」
と
い
う
立
ち
位
置
の
違
い
を
明
確
に
使
い
分
け
て
表
現
し
て
い
る
た
め
「
伝

授
」「
伝
受
」
と
い
う
語
が
表
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
は
書
籍
名
に
「
伝
授
」
が
入
っ
て
い
る
場
合
を
除
い
た
の
で
あ
る
が
、

今
回
は
入
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
近
世
の
場
合
は
、
師
僧
か
ら
伝
授
を
受
け
て
か
ら
書
籍
の
書
写
が
許
さ
れ
、
そ
の
後
、
伝
授
を
受

け
た
弟
子
が
伝
授
の
内
容
も
し
く
は
自
分
自
身
の
解
釈
も
加
え
て
『
～
伝
授
録
／
伝
受
録
』
等
と
い
う
書
物
を
著
す
流
れ
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　

伝
授
の
内
容
に
つ
い
て
、
近
現
代
で
は
報
恩
院
流
が
一
番
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、
近
世
に
お
い
て
は
法
流
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
授
の
場
所
も
高
野
山
や
醍
醐
寺
、
根
来
寺
な
ど
と
幅
広
い
。
こ
れ
は
、
法
流
に
お
け
る
本
寺
と
末
寺
の
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関
係
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
新
義
や
古
義
と
い
う
垣
根
を
越
え
て
活
発
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
覧
表
の
中
で
二
十
五
年
間
、
も
し
く
は
十
五
年
間
、
伝
授
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
。
こ
れ
は
伝
授
と
い
う

語
こ
そ
使
わ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
が
、
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
授
け
る
／
授
け
ら
れ
る
」
と
い
う
語
で
代
用
さ
れ
て
い
る

箇
所
が
多
数
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
期
間
に
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

二
、「
講
義
」

掲
載
件
数　

八
十
一
件

　

一
覧
表
か
ら
講
義
の
内
容
を
見
る
と
、
二
十
五
巻
章
に
関
す
る
も
の
が
一
番
多
い
。
次
い
で
論
議
に
関
す
る
も
の
や
『
倶
舎
論
』、

唯
識
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
前
回
ま
と
め
た
近
現
代
に
お
い
て
も
二
十
五
巻
章
に
関
す
る
も
の
が

一
番
多
か
っ
た
の
で
、「
講
義
」
と
い
う
語
は
江
戸
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
二
十
五
巻
章
に
関
す
る
も
の
、
つ
ま
り
現
在
で
い

う
と
こ
ろ
の
教
相
全
般
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

一
方
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
一
月
に
「
大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
智
積
院
智
本
房
海
応
化
主
の
講
義
を
受
け
、

『
大
疏
伝
授
私
記
』
を
書
写
し
校
合
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
表
記
を
見
る
と
、
講
義
の
内
容
は
『
大
日
経
疏
』
に
つ
い
て
で
あ
る
と

わ
か
る
の
だ
が
、
書
写
し
た
書
籍
名
に
は
「
伝
授
」
と
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
「
講
義
＝
伝
授
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
今
回
の
一
覧
表
か
ら
は
こ
の
一
例
の
み
な
の
で
、
明
確
で
は
な
い
が
、
近
世
に
お
い
て
は
講
義
も
伝
授
の
一
形
態
と
捉
え

ら
れ
て
い
た
、
ま
た
、
現
在
よ
り
も
明
確
な
区
分
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
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三
、「
講
伝
」

掲
載
件
数　

二
件

　

掲
載
件
数
が
、
伝
授
や
講
義
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
を
つ
か
む
の
は
大
変
難
し
い
と

い
え
る
。
前
回
の
近
現
代
に
お
い
て
も
用
例
が
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
使
用
頻
度
順
に
み
る
と
、『
理
趣
経
』、
次
い
で
『
大
日
経
奥

疏
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
宗
に
つ
い
て
は
、
高
野
の
佐
藤
師
と
豊
山
の
石
井
師
の
指
摘
か
ら
『
大
日
経
奥
疏
』、『
金
剛
頂
経
』、『
理

趣
経
』、『
秘
密
儀
軌
』、『
秘
蔵
記
』、『
御
遺
告
』、
曼
荼
羅
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
智
山
派
と
同
様
の
使
い
方
だ
と
い
え
る
。

　

今
回
は
二
件
の
み
で
あ
る
上
に
、
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
件
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
一
件
を
詳
し
く
み
る
と
、
一
七
七

一
（
明
和
八
）
年
に
「
前
化
主
慈
譚
房
浄
空
（
智
積
院
第
二
〇
世
）、
京
都
北
野
大
報
恩
寺
で
「
六
釈
・
転
声
」
を
講
伝
す
る
」
と

あ
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
六
釈
・
転
声
」
と
い
う
の
は
、「
六
離
合
釈
・
八
転
声
」
の
省
略
形
で
、
六
離
合
釈
と
は
梵
語
（
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
に
お
け
る
名
詞
複
合
語
を
六
種
類
に
細
分
化
し
て
解
釈
す
る
こ
と
、
そ
し
て
八
転
声
は
、
梵
語
に
お
け
る
八
種
類

の
格
変
化
（
名
詞
・
形
容
詞
・
代
名
詞
な
ど
の
語
尾
変
化
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
梵
語
を
理
解
す
る
上
で
必
須
の
文

法
で
あ
り
、
日
本
語
と
は
大
き
く
異
な
る
文
法
的
特
徴
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
、
前
回
の
用
例
で
特
徴
的
な
点
を
挙
げ
る
と
、
智
山
派
の
み
が
悉
曇
や
声
明
に
つ
い
て
「
講
伝
」
を
使
用
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
今
回
も
一
例
と
は
い
え
梵
語（
２
）に
つ
い
て
、「
講
伝
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
江
戸
期
か
ら
す
で
に
智
山
派
特

有
の
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
前
回
「
講
伝
」
と
い
う
語
の
初
例
に
つ
い
て
、
智
山
伝
法
院
嘱
託
研
究
員
の
貝
谷
隆
慧
師
が
現
代
密
教
第
二
十
六
号
「
講
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伝
の
意
義
と
そ
の
濫
觴（
３
）」

に
お
い
て
、
高
野
山
の
学
匠
道
応
（
一
八
〇
六
―
一
八
七
五
）
に
よ
る
『
秘
蔵
記
鈔
』
の
奥
書
に
「
明
治

三
年
庚
午
十
一
月
当
記
講
伝
」
と
あ
る
の
を
「
講
伝
」
の
初
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
点
、
ま
た
、
作
成
し
た
一
覧
表
か
ら
一
番
古
い

用
例
を
取
り
出
す
と
明
治
十
五
年
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
今
回
の
一
番
古
い
用
例
を
挙
げ
る
と
、
一
六
〇
三
（
慶
長
八
）
年
に
な

る
。

さ
い
ご
に

　

こ
こ
ま
で
『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
か
ら
見
出
さ
れ
る
傾
向
や
特
徴
を
一
覧
表
か
ら
わ
か
る
範
囲
で
述
べ
て
き
た
。
前
回
ま
と

め
た
近
現
代
と
比
較
し
て
み
る
と
、
伝
授
・
講
義
・
講
伝
と
も
に
、
概
ね
現
在
と
同
じ
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ

る
。

　

今
回
は
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
と
い
う
三
つ
の
語
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の
他
に
も
似
た
語
と
し
て
「
伝
習
」
や
「
口
授
」

「
受
法
」「
講
説
」
な
ど
と
い
う
語
も
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
用
語
に
も
着
目
し
て
、
比
較
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

［
凡
例
］

・『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
誤
字
脱
字
等
は
訂
正
し
て
表
記
し
た
。

・
事
項
の
文
末
に
あ
る
［
智
積
院
史
］
等
と
い
う
表
記
は
『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
の
編
纂
過
程
で
典
拠
に
し
た
資
料
を
示
し
た
略
号
で
あ
る
。
ま
た
、

月
日
の
項
で
㊃
等
と
い
う
表
記
は
閏
月
を
示
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
の
「
凡
例
」
と
「
出
典
一
覧
・
参
考
資
料
」
を
参
照
の

こ
と
。



『智山年表［近世篇］』からの語彙と用例採取について

― 131 ―

《
伝
授
》

番
号

西　
暦

和　
暦

月　
日

事　
　
　
項

１

一
五
五
六

弘
治
二

四
月

尭
円
房
実
宥
（
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
第
十
世
）、
根
来
寺
で
文
殊
院
快
伝
僧
都
か
ら
秘
訣
を
伝
授
さ
れ
る
。［
延

寿
護
法
録
］

２

一
五
五
六

弘
治
二

八
月
二
十
一
日

快
音
、
頼
印
か
ら
「
即
身
義
大
事
」「
秘
密
伝
法
灌
頂
秘
印
」「
釈
論
大
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
前
末
目
録
］

３

一
五
五
七

弘
治
三

九
月

玄
紹
房
日
秀
、
醍
醐
寺
報
恩
院
で
源
雅
よ
り
伝
授
の
際
、『
伝
授
目
録
』『
秘
鈔
伝
受
次
第
』『
報
恩
院
総
伝
授

読
曲
』『
秘
鈔
目
録
』
を
書
写
す
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
『
秘
鈔
表
白
集
二
巻
』『
巻
数
集
一
巻
』『
支
度
集
一
巻
』

『
最
秘
巻
』
を
伝
領
す
る
。［
全
末
目
録
］

４

一
五
五
八

永
禄
一

四
月
二
十
三
日

円
清
房
頼
雄
、
醍
醐
寺
で
、
戒
光
院
本
『
灌
頂
三
重
次
第
』
お
よ
び
行
樹
院
澄
恵
自
筆
本
『
深
秘
三
重　

他
』

を
書
写
し
、
行
樹
院
深
応
法
印
か
ら
澄
恵
自
筆
本
『
松
橋
流
諸
大
事
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

５

一
五
五
八

永
禄
一

四
月
二
十
四
日

円
清
房
頼
雄
、
醍
醐
寺
で
、
行
樹
院
澄
恵
僧
正
自
筆
本
『
俊
盛
法
印
私
記
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末

目
録
］

６

一
五
五
八

永
禄
一

四
月
二
十
五
日

円
清
房
頼
雄
、
醍
醐
寺
住
山
の
際
、
行
樹
院
澄
恵
僧
正
自
筆
本
『
松
橋
流
印
信
阿
闍
梨
位
事
』
を
同
院
深
応

法
印
に
従
い
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

７

一
五
五
八

永
禄
一

四
月
下
旬

円
清
房
頼
雄
、
醍
醐
寺
で
行
樹
院
澄
恵
僧
正
自
筆
本
『
阿
闍
梨
位
事
他
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

８

一
五
五
八

永
禄
一

四
月
下
旬

円
清
房
頼
雄
、
醍
醐
寺
で
源
正
大
僧
正
か
ら
秘
鈔
伝
授
の
際
に
隆
源
本
『
理
智
二
拳
事
』
を
書
写
す
る
。［
全

末
目
録
］

９

一
五
五
八

永
禄
一

四
月
下
旬

円
清
房
頼
雄
、
醍
醐
寺
西
谷
釈
迦
院
で
、
源
雅
大
僧
正
に
従
い
秘
鈔
を
伝
授
さ
れ
た
際
、「
憲
深
方
諸
大
事
」

を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］
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1（

一
五
五
八

永
禄
一

六
月
一
日

清
勝
、
円
清
房
頼
雄
か
ら
「
清
滝
託
宣
印
明
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

11

一
五
五
九

永
禄
二

十
二
月
三
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
如
意
輪
寺
俊
頼
か
ら
「
荒
神
一
印
法
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

12

一
五
六
〇

永
禄
三

二
月
二
十
四
日

吽
照
、
覚
意
か
ら
「
三
宝
院
第
三
重
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

13

一
五
六
〇

永
禄
三

三
月
六
日

純
正
房
源
恵
、
高
尾
山
薬
王
院
第
七
世
源
智
か
ら
「
大
尓
重
（
第
二
重
）」「
大
山
住
（
第
三
重
）」
を
伝
授
さ

れ
る
。［
全
末
目
録
］

1（

一
五
六
一

永
禄
四

八
月
二
十
四
日

根
来
寺
妙
音
院
快
伝
、
玄
紹
房
日
秀
本
『
秘
鈔
伝
授
次
第　

伝
授
目
録
』
を
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

15

一
五
六
二

永
禄
五

七
月
二
十
八
日

円
清
房
頼
雄
、
忠
瑜
か
ら
「
秘
密
阿
闍
梨
位
印
口
授
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

1（

一
五
六
二

永
禄
五

十
月
五
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
玄
紹
房
日
秀
か
ら
『
阿
弥
陀
護
摩
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
新
文
庫
］

17

一
五
六
三

永
禄
六

八
月
十
九
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
智
積
院
で
玄
紹
房
日
秀
か
ら
聖
天
供
を
伝
授
さ
れ
、
玄
紹
房
日
秀

本
『
四
種
之
護
摩
』
を
書
写
す
る
。［
新
文
庫
］

18

一
五
六
五

永
禄
八

二
月
七
日

朝
純
房
純
瑜
（
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
第
八
世
）、「
大
事
醍
醐
座
主
相
伝
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

1（

一
五
六
五

永
禄
八

二
月
十
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
智
積
院
で
玄
紹
房
日
秀
か
ら
胎
蔵
界
念
講
次
第
を
伝
授
さ
れ
る
。［
学

匠
目
録
］

2（

一
五
六
五

永
禄
八

十
二
月

頼
心
房
性
盛
、
醍
醐
寺
寂
静
院
で
行
樹
院
深
応
か
ら
『
金
剛
界
念
誦
次
第
』『
胎
蔵
界
念
誦
次
第
』
を
伝
授
さ

れ
書
写
す
る
。
ま
た
三
宝
院
印
可
、
成
賢
僧
正
頸
次
第
、
頼
瑜
抄
物
押
紙
等
を
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
、
全

末
目
録
］

21

一
五
六
六

永
禄
九

二
月
十
六
日

快
慶
、
近
江
国
竹
生
島
西
方
院
で
『
許
可
略
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

22

一
五
六
六

永
禄
九

十
二
月
十
二
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
智
積
院
で
玄
紹
房
日
秀
口
伝
分
『
普
賢
延
命
護
摩
同
口
抄
』
を
伝

授
さ
れ
著
す
。［
新
文
庫
］
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23

一
五
六
七

永
禄
十

一
月
二
十
四
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
『
伝
授
之
目
録
』
を
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

2（

一
五
六
七

永
禄
十

九
月

清
雄
、
円
清
房
頼
雄
か
ら
「
午
水
大
事
口
決
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

25

一
五
六
八

永
禄
十
一

三
月

円
清
房
頼
雄
、
純
良
房
実
政
僧
都
か
ら
『
師
資
相
承
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

2（

一
五
六
八

永
禄
十
一

三
月

頼
音
、
快
音
か
ら
「
妙
拳
士
手
明
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

27

一
五
六
八

永
禄
十
一

五
月

清
雄
、
円
清
房
頼
雄
か
ら
「
振
鈴
口
決　

口
伝
在
之
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

28

一
五
六
八

永
禄
十
一

八
月
二
十
一
日

清
雄
、
法
印
円
清
房
頼
雄
か
ら
「
引
導
秘
法
」「
菩
提
心
論
八
葉
観
」「
菩
提
心
論
大
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全

末
目
録
］

2（

一
五
六
八

永
禄
十
一

十
月
九
日

長
弁
、
醍
醐
東
坊
で
弘
鑁
か
ら
「
御
口
決
」
を
伝
授
さ
れ
、
高
野
山
三
密
院
で
『
醍
醐
八
十
条　

附
全
草
創
記
』

に
著
す
。［
全
末
目
録
］

3（

一
五
七
〇

元
亀
一

三
月
八
日

清
雄
、
円
清
房
頼
雄
か
ら
『
御
入
定
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

31

一
五
七
〇

元
亀
一

四
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
智
積
院
で
六
字
護
摩
伝
授
の
際
、『
六
字
経
法
私
記　

本
』
を
書

写
す
る
。［
新
文
庫
］

32

一
五
七
〇

元
亀
一

九
月
十
八
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
理
智
乗
院
で
『
伝
法
灌
頂
次
第
』
を
伝
授
さ
れ
、
翌
十
月
『
聖
融

記
次
第
』
と
校
合
し
、『
伝
法
灌
頂
私
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
、
全
末
目
録
］

33

一
五
七
〇

元
亀
一

十
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
理
智
乗
院
で
伝
授
さ
れ
た
際
、『
土
公
通
路
祭
文
』
を
書
写
す
る
。

［
同
書
奥
書
］

3（

一
五
七
一

元
亀
二

一
月
十
五
日

頼
心
房
性
盛
（
長
谷
寺
第
二
世
）、
醍
醐
寺
報
恩
院
源
雅
僧
正
か
ら
『
二　

礼
拝
日
記
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す

る
。［
全
末
目
録
］

35

一
五
七
二

元
亀
三

三
月
三
日

定
識
房
頼
玄
、
賢
賀
に
「
引
導
秘
事
」
を
伝
授
す
る
。［
全
末
目
録
］
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3（

一
五
七
二

元
亀
三

六
月
二
十
六
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
北
室
院
で
『
御
遺
告
』
を
伝
授
さ
れ
、
師
の
口
伝
を
加
え
『
御
遺

告　

私
』
を
著
す
。［
同
書
奥
書
、
全
末
目
録
、
学
匠
目
録
］

37

一
五
七
四

天
正
二

三
月

頼
心
房
性
盛
（
長
谷
寺
第
二
世
）、
高
野
山
長
光
院
内
に
住
山
の
際
、『
地
鎮
々
壇
合
行
法
』
を
伝
授
さ
れ
清

書
す
る
。［
新
文
庫
］

38

一
五
七
四

天
正
二

四
月
七
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
本
『
二
十
四
重
秘
伝
鈔
』『
許
可
秘
伝
鈔
』

を
伝
授
さ
れ
校
合
す
る
。［
全
末
目
録
］

3（

一
五
七
四

天
正
二

七
月
九
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
円
聖
房
景
厳
か
ら
「
胎
蔵
界
次
第
」
を
伝
授
さ
れ
、『
胎
蔵
界

秘
伝
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

（（

一
五
七
四

天
正
二

十
月
十
七
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
か
ら
「
愛
染
法
」
を
伝
授
さ
れ
、『
愛
染

王
法　

付
三
十
七
尊
記
之
』
を
書
写
し
、
僧
正
口
伝
分
「
愛
染
法
秘
伝
鈔
」
を
著
す
（
～
二
十
一
日
）。［
学

匠
目
録
、
新
文
庫
、
全
末
目
録
］

（1

一
五
七
四

天
正
二

十
月
二
十
八
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
蓮
華
院
で
円
聖
房
景
厳
か
ら
「
去
識
還
来
」
を
伝
授
さ
れ
る
。
翌

二
十
九
日
、『
去
識
還
来
秘
伝
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

（2

一
五
七
四

天
正
二

十
一
月
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
『
大
疏
第
四
論
義
智
小
口
鈔
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
新

文
庫
］

（3

一
五
七
四

天
正
二

十
一
月
上
旬

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
か
ら
『
如
宝
愛
染
王
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
新

文
庫
］

（（

一
五
七
四

天
正
二

十
一
月
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
蓮
華
院
で
円
聖
房
景
厳
か
ら
「
不
動
法
」
を
伝
授
さ
れ
、『
不
動

法
秘
伝
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

（5

一
五
七
五

天
正
三

二
月
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
円
聖
房
景
厳
か
ら
八
字
文
殊
法
」
を
伝
授
さ
れ
、『
八
文
殊
法

秘
伝
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］
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（（

一
五
七
五

天
正
三

二
月
十
三
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
蓮
華
院
愛
染
堂
で
、
口
伝
分
『
愛
染
伝
荘
厳
図
』
を
伝
授
さ
れ
書

写
す
る
。［
新
文
庫
］

（7

一
五
七
五

天
正
三

二
月
二
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
円
聖
房
景
巌
大
僧
正
か
ら
『
仏
説
護
諸
童
子
陀
羅
尼
呪
経
』
を

伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

（8

一
五
七
五

天
正
三

二
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
蓮
華
院
で
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
本
『
童
子
経
書
写
供
養
作
法　

私
』

を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。『
童
子
経
広
本
絵
図
』
も
別
に
写
す
。［
新
文
庫
、
全
末
目
録
］

（（

一
五
七
五

天
正
三

二
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
本
『
水
天
供
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
新
文
庫
、

全
末
目
録
］

5（

一
五
七
五

天
正
三

五
月
下
旬

下
総
国
佐
倉
恵
光
院
尊
快
、
根
来
寺
中
性
院
で
道
僖
法
印
か
ら
『
胎
蔵
界
入
理
鈔
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。

［
智
山
書
庫
］

51

一
五
七
五

天
正
三

六
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
景
厳
大
僧
正
本
『
地
鎮
鎮
壇
行
法
次
第　

増
益
』
を
書
写
し
伝

授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

52

一
五
七
五

天
正
三

八
月
二
十
四
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
先
年
伝
授
さ
れ
著
し
た
『
御
遺
告
私
』
に
加
筆
し
、『
御
遺
告
私
類
聚
抄

下　

第
廿
二
段
以
下
』
を
著
す
。［
全
末
目
録
、
同
書
奥
書
、
新
文
庫
］

53

一
五
七
六

天
正
四

一
月
十
七
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
の
諸
尊
法
伝
授
に
際
し
、
天
正
二
年
十
一
月
に
著
し
た
『
不
動

法
秘
伝
鈔
』
を
改
訂
す
る
。［
学
匠
目
録
、
大
須
目
録
、
全
末
目
録
］

5（

一
五
七
六

天
正
四

一
月
二
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
天
正
二
年
十
月
二
十
日
に
根
来
寺
で
円
聖
房
景
厳
か
ら
伝
授
さ
れ
著
し
た

『
愛
染
法
秘
伝
鈔
』
に
口
決
を
加
え
清
書
す
る
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
、
全
末
目
録
］

55

一
五
七
六

天
正
四

三
月
十
六
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
天
正
三
年
高
野
山
で
伝
授
さ
れ
著
し
た
『
許
可
秘
伝
幸
心
方
』『
印
可
御

口
決　

中
性
院
法
流
口
決　

意
教
流
願
行
方
法
流
口
決
』
を
根
来
寺
で
清
書
す
る
。［
全
末
目
録
、
学
匠
目
録
］

5（

一
五
七
六

天
正
四

三
月
二
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
か
ら
『
許
可
法
則
等
』
を
伝
授
さ
れ
書
写

す
る
。［
全
末
目
録
］
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57

一
五
七
六

天
正
四

六
月
十
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
金
剛
峯
寺
で
円
聖
房
景
厳
大
僧
正
口
伝
分
『
瑜
祇
経
秘
伝
鈔　

七
・

十
四
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
新
文
庫
］

58

一
五
七
六

天
正
四

六
月
二
十
三
日

俊
賢
、
高
野
山
大
楽
院
で
「
求
聞
持
次
第
口
決
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

5（

一
五
七
六

天
正
四

七
月
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
『
十
八
道
直
談
鈔
上
』
を
諸
国
の
衆
僧
に
伝
授
し
著
す
。［
全

末
目
録
］

（（

一
五
七
六

天
正
四

七
月
二
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
諸
国
の
衆
僧
に
対
し
「
十
八
道
」
を
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
］

（1

一
五
七
六

天
正
四

七
月

尊
鎮
、「
聖
天
秘
印
」
を
奝
暁
か
ら
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

（2

一
五
七
七

天
正
五

四
月
十
八
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
諸
国
の
衆
僧
三
十
余
人
に
「
護
摩
法
」
を
伝
授
す
る
。
そ
の
際
、

『
不
動
護
摩
私
記
直
談
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

（3

一
五
七
七

天
正
五

六
月
二
十
八
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
諸
国
の
衆
僧
に
「
降
三
世
護
摩
法
」
を
伝
授
し
、『
降
三
世
護

摩
直
談
鈔
』
を
著
す
。［
新
文
庫
、
学
匠
目
録
、
大
須
目
録
］

（（

一
五
七
七

天
正
五

七
月
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
諸
国
の
衆
僧
に
「
大
威
徳
護
摩
法
」
を
伝
授
す
る
。
そ
の
際
、『
大

威
徳
護
摩
直
談
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

（5

一
五
七
七

天
正
五

七
月
三
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
諸
国
の
衆
僧
に
「
金
剛
夜
叉
護
摩
法
」
を
伝
授
す
る
。
そ
の
際
、

伝
授
分
を
ま
と
め
『
金
剛
夜
叉
護
摩
直
談
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

（（

一
五
七
七

天
正
五

八
月
八
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
高
野
山
で
諸
国
の
衆
僧
に
「
阿
弥
陀
法
」
を
伝
授
す
る
。
そ
の
際
、『
阿

弥
陀
法
秘
伝
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

（7

一
五
七
八

天
正
六

三
月
二
十
三
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
深
音
房
実
海
か
ら
「
十
二
重
大
日
灌
頂
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

（8

一
五
八
〇

天
正
八

こ
の
年

尭
遍
、
根
来
寺
普
門
院
で
頼
心
房
性
盛
か
ら
「
千
日
護
摩
中
不
動
大
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
大
須
目
録
］
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（（

一
五
八
一

天
正
九

七
月
二
十
一
日

陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
朝
純
房
純
瑜
、
尭
真
房
宥
隆
（
同
寺
第
九
世
）
に
歴
代
先
師
か
ら
受
法
の
秘
訣
を
こ
と

ご
と
く
伝
授
す
る
。［
延
寿
護
法
録
］

7（

一
五
八
七

天
正
十
五

六
月
一
日

智
積
院
尭
性
房
玄
宥
化
主
、
堺
で
日
輪
院
長
瑜
か
ら
『
御
遺
告
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
同
書
奥
書
］

71

一
五
八
七

天
正
十
五

こ
の
年

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
下
野
国
桑
島
金
剛
定
寺
で
『
廿
四
帖
』
を
伝
授
し
著
す
。［
全
末
目
録
］

72

一
五
八
八

天
正
十
六

八
月
下
旬

肥
後
国
願
成
寺
勢
辰
、
醍
醐
寺
行
樹
院
で
『
薄
草
子
伝
授
聞
書
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

73

一
五
八
九

天
正
十
七

八
月
二
十
一
日

武
蔵
国
百
間
西
光
院
日
雄
、
長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）
か
ら
「
瑜
祇
灌
頂　

理
趣
灌
頂
」
を
伝
授
さ

れ
る
。［
全
末
目
録
］

7（

一
五
九
六

慶
長
一

七
月
三
十
一
日

智
積
院
尭
性
房
玄
宥
化
主
、
亮
賀
に
「
聖
天
供
次
第
」
を
伝
授
す
る
。［
新
文
庫
］

75

一
五
九
六

慶
長
一

九
月
二
十
五
日

智
積
院
尭
性
房
玄
宥
化
主
、
高
雄
山
で
『
御
遺
告
』
を
書
写
し
、
所
化
衆
に
伝
授
す
る
。［
同
書
奥
書
］

7（

一
五
九
七

慶
長
二

三
月
十
七
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
で
天
正
三
年
二
月
十
一
日
に
伝
授
さ
れ
た
景
厳
大
僧

正
口
伝
分
「
八
字
文
殊
法
秘
伝
鈔
』
を
清
書
し
、「
八
字
文
殊
法
」
を
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

77

一
五
九
七

慶
長
二

七
月
二
十
八
日

頼
心
房
性
盛
（
長
谷
寺
第
二
世
）、
醍
醐
寺
報
恩
院
源
雅
か
ら
「
三
摩
耶
戒
」
を
伝
授
さ
れ
、『
私
記
伝
法　

灌
頂
三
摩
耶
戒
』
を
著
す
。［
全
末
目
録
］

78

一
五
九
九

慶
長
四

八
月
二
十
一
日

頼
心
房
性
盛
（
長
谷
寺
第
二
世
）、
秀
盛
か
ら
『
金
即
身
成
仏
堅
五
輪
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
大
須
目
録
］

7（

一
六
〇
一

慶
長
六

八
月
八
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
で
所
化
衆
に
「
金
剛
界
次
第
」
を
伝
授
す
る
。
そ
の
際
、

『
金
剛
界
秘
伝
鈔
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

8（

一
六
〇
二

慶
長
七

五
月
二
十
九
日

秀
盛
、
頼
心
房
性
盛
（
長
谷
寺
第
二
世
）
か
ら
「
三
種
秘
法
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
大
須
目
録
］

81

一
六
〇
七

慶
長
十
二

二
月
十
二
日

圭
弁
、
智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
か
ら
『
童
子
教
書
写
供
養
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
［
全
末
目
録
］
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82

一
六
〇
八

慶
長
十
三

五
月

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
諸
国
の
所
化
衆
ら
に
法
流
伝
授
を
行
う
。
そ
の
際
、
天
正
十
九
年
四

月
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
で
記
し
た
『
愚
佉
鈔
』（『
現
過
当
覚
鈔
』）
を
再
治
し
伝
授
す
る
。［
新
文
庫
、
学
匠

目
録
］

83

一
六
〇
八

慶
長
十
三

八
月

正
純
房
日
誉
（
智
積
院
第
三
世
）、
智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
か
ら
「
秘
伝
鈔
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

8（

一
六
〇
九

慶
長
十
四

八
月
九
日

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
他
山
の
衆
僧
の
希
望
に
よ
り
、「
五
字
（
亜
氾
漸
麿
沖
）」
に
つ
い
て

伝
授
を
行
う
。
ま
た
、
自
ら
の
旧
記
に
明
師
の
秘
説
な
ど
を
加
え
『
五
字
秘
（
亜
氾
漸
麿
沖
秘
伝
鈔
）』
を
著
す
。

［
学
匠
目
録
、
全
末
目
録
］

85

一
六
一
二

慶
長
十
七

六
月

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
意
教
流
願
行
方
の
一
流
伝
授
を
行
い
、
正
純
房
日
誉
（
智
積
院
第
三
世
）・

賢
真
等
に
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
］

8（

一
六
一
五

元
和
一

三
月
二
十
一
日

永
慶
、
智
積
院
で
智
積
院
正
純
房
日
誉
化
主
か
ら
『
瑜
祇
経
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

87

一
六
二
五

寛
永
二

一
月
下
旬

長
存
房
元
寿
（
智
積
院
第
四
世
）、
醍
醐
寺
三
宝
院
義
演
本
『
三
宝
院
伝
授
次
第
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

88

一
六
二
五

寛
永
二

六
月

長
存
房
元
寿
（
智
積
院
第
四
世
）、
醍
醐
寺
三
宝
院
義
演
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経

品
一
』
を
書
写
す
る
。［
同
書
奥
書
］

8（

一
六
三
〇

寛
永
七

三
月
二
十
日

尭
温
房
良
誉
（
長
谷
寺
第
六
世
）、
長
存
房
元
寿
（
智
積
院
第
四
世
）
か
ら
『
三
方
相
承　

一
印
一
明
』
を
伝

授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

（（

一
六
三
一

寛
永
八

八
月
十
四
日

頼
心
房
尊
慶
（
長
谷
寺
第
五
世
）、
智
積
院
正
純
房
日
誉
化
主
伝
領
の
長
善
房
祐
宜
本
「
真
言
伝
授
作
法
異
本　

受
法
作
法
』
を
閲
覧
し
修
理
を
加
え
る
。［
全
末
目
録
］

（1

一
六
三
四

寛
永
十
一

六
月

乗
憲
房
隆
鑁
（
真
福
寺
第
五
世
）、
智
積
院
長
存
房
元
寿
化
主
を
伝
授
阿
闇
梨
と
し
て
四
度
加
行
を
行
う
。［
真

福
寺
歴
代
譜
］

（2

一
六
五
九

万
治
二

二
月
上
旬

肥
前
国
最
教
寺
覚
因
、
長
谷
寺
十
輪
院
で
『
求
聞
持
次
第
極
秘
』
を
書
写
し
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

（3

一
六
五
九

万
治
二

こ
の
年

肥
前
国
最
教
寺
覚
因
、
長
谷
寺
十
輪
院
で
『
含
光
記
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］
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（（

一
六
六
一

寛
文
一

五
月
十
二
日

武
蔵
国
菅
谷
観
蔵
院
作
春
房
長
祐
、
智
積
院
在
山
の
際
、
東
寺
法
源
院
で
の
伝
授
で
『
御
室
灌
頂
次
第　

下
』

『
西
院　

護
摩
頸
次
第
伝
授
鈔　

胎
蔵
界
鈔
』
を
伝
領
す
る
。［
全
末
目
録
］

（5

一
六
六
四

寛
文
四

こ
の
年

是
心
房
快
存
（
智
積
院
第
十
三
世
）、
快
義
の
薩
摩
国
鹿
児
島
護
国
山
大
楽
寺
安
養
院
へ
の
転
住
に
従
い
、
同

寺
で
定
済
方
の
四
度
を
伝
授
さ
れ
、
加
行
を
勤
修
す
る
。［
全
末
目
録
］

（（

一
六
六
五

寛
文
五

七
月
一
日

寂
照
、
信
濃
国
松
城
開
善
寺
で
伝
授
さ
れ
た
『
施
餓
鬼
法
』
を
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

（7

一
六
六
九

寛
文
九

五
月

栄
秘
、『
奥
疏
伝
授
手
鑑　

同
来
由
同
後
問
答
』
に
加
点
す
る
。［
全
末
目
録
］

（8

一
六
七
〇

寛
文
十

一
月

陸
奥
国
仙
台
忠
円
房
雄
誉
、
文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）
か
ら
『
如
法
愛
染
法
』『
御
衣
木
加
持
作
法
』

を
伝
授
さ
れ
、
如
春
に
書
写
さ
せ
る
。［
全
末
目
録
］

（（

一
六
七
〇

寛
文
十

八
月
六
日

文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）、
宥
済
か
ら
「
第
二
重
」「
第
三
重
」
等
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

100

一
六
七
二

寛
文
十
二

三
月
二
十
三
日

文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）、
宥
済
か
ら
阿
闍
梨
位
・
聖
天
灌
頂
大
事
・
阿
弥
陀
灌
頂
・
第
二
重
を
伝
授

さ
れ
る
。［
全
末
目
録
］

101

一
六
七
三

延
宝
一

八
月
上
旬

快
盛
、
俊
盛
大
阿
閤
梨
本
『
大
日
経
疏
伝
授
手
鑑
』
を
書
写
す
る
。［
全
末
目
録
］

102

一
六
七
四

延
宝
二

十
二
月
十
日

芳
春
房
専
戒
（
智
積
院
第
十
世
）、『
弁
財
天
法
』
を
書
写
し
、
存
良
房
長
智
に
伝
授
す
る
。［
全
末
目
録
］

103

一
六
七
四

延
宝
二

こ
の
年

江
戸
愛
宕
真
福
寺
乗
憲
房
隆
鑁
、
常
陸
国
下
妻
観
音
寺
で
隆
珊
に
庭
儀
灌
頂
を
伝
授
す
る
。［
真
福
寺
列
祖
伝
、

真
福
寺
歴
代
譜
］

104

一
六
七
九

延
宝
七

三
月
七
日

文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）、
智
積
院
元
春
房
運
敞
化
主
か
ら
「
越
三
味
耶
大
事
」
等
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全

末
目
録
］

105

一
六
七
九

延
宝
七

四
月

文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）、
智
積
院
元
春
房
運
敞
化
主
か
ら
『
伝
法
許
可
灌
頂
印
信
血
脈
』
を
伝
授
さ

れ
る
。［
全
末
目
録
］
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106

一
六
八
〇

延
宝
八

三
月
二
十
八
日

安
房
国
府
中
宝
珠
院
文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）、
醍
醐
寺
報
恩
院
有
雅
か
ら
第
二
重
を
伝
授
さ
れ
る
。［
全

末
目
録
］

107

一
六
九
五

元
禄
八

四
月
十
二
日

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、
醍
醐
寺
で
結
縁
灌
頂
を
受
法
す
る
。（
～
九
月
二
日
）。
終
了
日
に
智
積

院
に
戻
り
、『
結
縁
灌
頂
式
伝
授
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

108

一
六
九
五

元
禄
八

四
月
二
十
日

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、
醍
醐
寺
で
『
十
八
道
伝
授
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

109

一
六
九
五

元
禄
八

夏

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、
醍
醐
寺
報
恩
院
有
雅
大
僧
正
に
従
い
金
剛
界
念
誦
次
第
な
ら
び
に
胎
蔵

界
念
誦
次
第
を
伝
授
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、『
金
剛
界
念
誦
次
第
伝
授
記
』『
胎
蔵
界
念
誦
次
第
伝
授
記
』

を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

110

一
六
九
五

元
禄
八

七
月
二
十
二
日

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、
醍
醐
寺
報
恩
院
有
雅
大
僧
正
か
ら
秘
抄
を
伝
授
さ
れ
、『
幸
心
有
雅
口　

秘
抄
伝
授
記
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

111

一
六
九
五

元
禄
八

八
月
十
七
日

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、『
伝
法
灌
頂
授
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

112

一
六
九
五

元
禄
八

八
月
二
十
一
日

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、
醍
醐
寺
報
恩
院
有
雅
大
僧
正
に
従
い
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
、『
伝
法

灌
頂
金
剛
界
伝
授
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

113

一
六
九
五

元
禄
八

九
月
二
日

空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）、『
結
縁
灌
頂
式
伝
授
記
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

114

一
七
〇
二

元
禄
十
五

二
月

岳
泉
房
亮
範
（
智
積
院
第
十
五
世
）、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
慈
運
房
隆
誉
か
ら
求
聞
持
法
お
よ
び
八
千
枚
護
摩

を
伝
授
さ
れ
、『
求
聞
持
幷
八
千
枚
口
決
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

115

一
七
〇
七

宝
永
四

冬

是
心
房
快
存
（
智
積
院
第
十
三
世
）、
薩
摩
国
大
乗
院
騰
雲
か
ら
付
法
伝
授
さ
れ
る
。［
智
積
院
史
］

116

一
七
一
二

正
徳
二

三
月

真
快
房
鑁
浄
（
智
積
院
第
十
六
世
）、
醍
醐
寺
で
十
八
道
を
伝
授
さ
れ
た
際
、『
十
八
道
契
印
生
起
』
を
授
か
り
、

書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

117

一
七
一
五

正
徳
五

十
一
月

智
積
院
是
心
房
快
存
化
主
、
武
蔵
国
深
谷
弥
勒
院
に
、
法
流
伝
授
の
許
可
状
を
発
行
す
る
。［
埼
玉
県
史
］
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118

一
七
二
二

享
保
七

秋

真
快
房
鑁
浄
（
智
積
院
第
十
六
世
）、
醍
醐
寺
西
谷
で
伝
授
さ
れ
書
写
し
た
寛
順
本
『
胎
蔵
界
入
理
鈔
』
を
某

人
に
校
合
さ
せ
る
。［
智
山
書
庫
］

119

一
七
三
三

享
保
十
八

三
月

真
快
房
鑁
浄
（
智
積
院
第
十
六
世
）、
智
積
院
岳
泉
房
亮
範
化
主
か
ら
『
中
性
院　

横
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智

山
書
庫
］

120

一
七
三
九

元
文
四

六
月

英
仙
、『
神
道
口
伝
次
第　

吉
田
流
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
新
文
庫
］

121

一
七
四
〇

元
文
五

九
月
七
日

恵
旭
房
曇
寂
、『
土
巨
流
伝
授
目
録
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

122

一
七
五
四

宝
暦
四

こ
の
年

江
戸
愛
宕
円
福
寺
本
円
房
覚
遠
（
智
積
院
第
十
九
世
）、
武
蔵
国
石
神
井
三
宝
寺
智
存
の
請
い
に
よ
り
願
行
意

教
流
を
伝
授
し
、
ま
た
伝
法
院
流
聖
教
を
す
べ
て
書
写
す
る
。［
智
積
院
史
］

123

一
七
五
六

宝
暦
六

九
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
「
玄
秘
鈔
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

124

一
七
五
六

宝
暦
六

十
月
八
日

真
詮
房
日
鑁
、『
伝
受
集
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

125

一
七
五
七

宝
暦
七

六
月
二
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
醍
醐
寺
で
洞
泉
房
性
善
か
ら
「
幸
心
古
仏
撥
遣
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智

山
書
庫
］

126

一
七
五
七

宝
暦
七

夏

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
三
世
）、
水
本
本
『
浴
像
作
法　

私
』
等
を
伝
授
さ
れ
、
書
写
し
校
合
す
る
。［
智

山
書
庫
］

127

一
七
五
七

宝
暦
七

八
月
二
十
四
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
三
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
「
諸
切
紙
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

128

一
七
五
七

宝
暦
七

八
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
醍
醐
寺
で
洞
泉
房
性
善
か
ら
「
厚
双
紙
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
学
匠

目
録
］

129

一
七
五
七

宝
暦
七

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
本
円
房
覚
遠
化
主
か
ら
玄
紹
房
日
秀
お
よ
び
神
照
相
承
の
法

流
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
積
院
史
］
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130

一
七
五
七

宝
暦
七

こ
の
年

覚
山
房
隆
雄
、
醍
醐
寺
で
洞
泉
房
性
善
か
ら
報
恩
院
流
許
可
重
位
を
伝
授
さ
れ
、『
重
位
口
訣
』
を
著
す
。［
智

山
書
庫
］

131

一
七
五
八

宝
暦
八

二
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
『
禅
観
略
作
法
』『
文
殊
五
十
万
遍
作
法
』『
文
殊

五
十
万
遍
略
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

132

一
七
五
八

宝
暦
八

二
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
山
城
国
瓶
原
貞
福
寺
で
洞
泉
房
性
善
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
求
聞
持
次
第
』

『
大
日
経
爛
脱
』
等
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

133

一
七
五
八

宝
暦
八

六
月

真
詮
房
日
鑁
、
頼
雄
本
『
玄
秘
紗
伝
授
口
決
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

134

一
七
五
八

宝
暦
八

八
月
二
十
三
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
醍
醐
寺
所
蔵
本
『
作
法
集
幷
十
五
鬼
神
図
像
』
を
書
写
し
、
そ
の
後
、

洞
泉
房
性
善
か
ら
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

135

一
七
五
八

宝
暦
八

九
月
二
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
三
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
「
諸
切
紙
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

136

一
七
五
九

宝
暦
九

二
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
四
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
『
施
餓
鬼
法
付
一
印
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。

［
智
山
書
庫
］

137

一
七
五
九

宝
暦
九

四
月

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
初
夜
胎
蔵
』『
四
度
次
第
』

『
伝
流
三
巻
式
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

138

一
七
五
九

宝
暦
九

五
月
八
日

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
「
阿
字
不
断
秘
観
」「
伝
法
院
流
即
身

義
大
事
」「
三
部
経
大
事
」
等
を
伝
授
さ
れ
る
（
～
十
一
日
）。［
運
敞
蔵
］

139

一
七
五
九

宝
暦
九

五
月

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
『
要
尊
鈔
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
運

敞
蔵
］

140

一
七
五
九

宝
暦
九

夏

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
広
沢
印
可
次
第
』『
西

院
別
行
』
を
書
写
し
、『
広
沢
三
巻
式
』『
伝
流
鈔
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］
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141

一
七
五
九

宝
暦
九

七
月

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
尊
法
抄
』
を
書
写
す
る
。

［
運
敞
蔵
］

142

一
七
五
九

宝
暦
九

八
月

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
十
巻
鈔
』
を
書
写
す
る
。

［
運
敞
蔵
］

143

一
七
五
九

宝
暦
九

秋

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
真
言
集
』
を
書
写
し
校

合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

144

一
七
五
九

宝
暦
九

こ
の
年

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
沢
抄
』
の
う
ち
第
一
巻
を
、

ま
た
『
結
縁
灌
頂
三
昧
耶
戒
作
法
』『
諸
尊
通
用
行
法
次
第
』『
重
書
』『
出
家
略
作
法
』『
灌
頂
儀
軌
』
を
書

写
す
る
。［
運
敞
蔵
］

145

一
七
六
一

宝
暦
十
一

八
月

周
音
房
等
空
（
智
積
院
第
二
十
一
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
教
授
師
行
事
』
を
書
写
す
る
。［
智

山
書
庫
］

146

一
七
六
二

宝
暦
十
二

三
月
九
日

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
快
賢
に
伝
法
院
流
兼
海
方
を
伝
授
す
る
。［
運
敞
蔵
］

147

一
七
六
二

宝
暦
十
二

三
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
大
和
国
室
生
寺
本
『
伝
流
灌
頂
曼
供
要
聞
記
』『
伝
流
印
可
諸
大
事

伝
授
記
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

148

一
七
六
二

宝
暦
十
二

五
月

光
海
、
法
明
本
『
不
空
金
剛
菩
薩
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

149

一
七
六
二

宝
暦
十
二

十
一
月

覚
山
房
隆
雄
（
江
戸
愛
宕
真
福
寺
第
二
十
二
世
）、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
第
三
十
三
世
智
門
房
乗
雄
よ
り
三
宝

院
松
橋
流
を
智
積
院
岸
寮
で
伝
授
さ
れ
る
。［
結
縄
伝
］

150

一
七
六
三

宝
暦
十
三

三
月

真
俊
房
浄
光
（
智
積
院
第
二
十
六
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
報
恩
院
流
を
伝
授
さ
れ
た
際
に
、『
十
八
契
印
頌
』

を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

151

一
七
六
三

宝
暦
十
三

九
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
智
積
院
梅
寮
で
洞
泉
房
性
善
か
ら
再
び
「
厚
双
紙
」
を
伝
授
さ
れ
る
。

［
学
匠
目
録
］
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152

一
七
六
三

宝
暦
十
三

こ
の
年

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
伝
授
さ
れ
た
報
恩
院
一
流
の
秘
訣
を
記
し
た
『
幸

心
流
伝
授
手
鏡
』
十
五
帖
を
著
す
。［
智
積
院
史
］

153

一
七
六
四

明
和
一

六
月
上
旬

実
厳
房
鑁
啓
（
智
積
院
第
二
十
三
世
）、
八
幡
松
之
坊
所
蔵
本
『
玄
秘
鈔
伝
授
聞
書
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
智

山
書
庫
］

154

一
七
六
六

明
和
三

五
月
十
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、『
金
宝
集
伝
授
手
鑑
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

155

一
七
六
六

明
和
三

五
月
二
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、『
玄
秘
鈔
伝
授
手
鑑
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

156

一
七
六
六

明
和
三

六
月
十
四
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
智
積
院
十
善
精
舎
で
『
厚
双
紙
伝
授
手
鑑
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

157

一
七
六
六

明
和
三

六
月

真
俊
房
浄
光
（
智
積
院
第
二
十
六
世
）、
覚
山
房
隆
雄
か
ら
切
紙
口
決
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

158

一
七
六
七

明
和
四

三
月
八
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
法
務
大
僧
正
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
伝
法
院
流

『
諸
次
第
幷
口
決
』
の
う
ち
、「
四
度
表
白　

不
動
法　

護
摩
表
白
」
を
書
写
す
る
。［
運
敞
蔵
］

159

一
七
六
七

明
和
四

三
月
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
伝
流
小
巻
』
の
う
ち
「
六
字
」

を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

160

一
七
六
七

明
和
四

三
月
十
九
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
許
受
鈔
』
を
書
写
す
る
。［
運

敞
蔵
］

161

一
七
六
七

明
和
四

三
月

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
広
伝
金
胎
頸
次
第
』
を
書
写

す
る
。［
智
山
書
庫
］

162

一
七
六
七

明
和
四

春

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
伝
法
院
流　

四
度
』
を
校
合

す
る
。［
運
敞
蔵
］

163

一
七
六
七

明
和
四

四
月
三
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、『
伝
受
日
記
』
を
書
写
す
る
。［
運
敞
蔵
］
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164

一
七
六
七

明
和
四

四
月
十
四
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
伝
流
鈔
』
の
う
ち
「
第
六
」

を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

165

一
七
六
七

明
和
四

四
月
二
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
尊
法
鈔
』
の
う
ち
上
巻
を
書

写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

166

一
七
六
七

明
和
四

五
月
十
一
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
伝
法
三
巻
式
』
の
う
ち
「
金

剛
界
」
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

167

一
七
六
七

明
和
四

五
月
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
南
勝
院
本
『
伝
流
鈔
十
巻
伝
記
』

を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

168

一
七
六
七

明
和
四

五
月
二
十
一
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
伝
法
灌
頂
式
』
を
書
写
し
校

合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

169

一
七
六
七

明
和
四

五
月
二
十
二
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
保
流
伝
法
灌
頂
式
』
の
う
ち

「
金
剛
界
」
を
書
写
し
、
古
本
に
よ
り
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

170

一
七
六
七

明
和
四

五
月
二
十
四
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
三
教
』
を
書
写
し
校
合
し
、

ま
た
『
結
縁
灌
頂
式
』
の
う
ち
「
金
剛
界
」
を
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

171

一
七
六
七

明
和
四

五
月
二
十
九
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
別
行
次
第
を
伝
授
さ
れ
る
。［
運
敞
蔵
］

172

一
七
六
七

明
和
四

六
月
二
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
灌
頂
護
摩
次
第
初
後
夜
』
を

書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

173

一
七
六
七

明
和
四

七
月
二
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
真
乗
院
宥
證
か
ら
『
沢
方
十
巻
鈔
』
を
授
か
る
（
～
七

日
）。
ま
た
『
図
像
鈔
』『
十
巻
鈔
沢
方
』
も
同
様
に
授
か
り
、
書
写
し
校
合
す
る
。
さ
ら
に
、
伝
授
さ
れ
た
『
広

沢
光
明
真
言
法
幷
土
砂
加
持　

阿
弥
陀
法
常
抄
』
の
う
ち
「
阿
弥
陀
法
常
抄
」
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山

書
庫
、
学
匠
目
録
、
運
敞
蔵
］
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174

一
七
六
七

明
和
四

七
月
七
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
広
沢
曼
茶
羅
供
次
第
』
を
書

写
し
校
合
す
る
。
ま
た
同
様
に
伝
授
さ
れ
た
『
灌
頂
要
掌
中
抄
』
の
う
ち
、「
三
昧
耶
戒
」
を
書
写
し
校
合
す
る
。

［
運
敞
蔵
］

175

一
七
六
七

明
和
四

七
月
十
三
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
『
光
伝
目
録
』『
伝
法
灌
頂
一
異
義
』
が
伝

授
さ
れ
、
そ
の
う
ち
『
伝
法
灌
頂
一
異
義
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。
ま
た
同
様
に
伝
授
さ
れ
た
『
沢
抄
』
の

う
ち
、
第
十
巻
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運
敞
蔵
］

176

一
七
六
七

明
和
四

七
月
十
八
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
同
月
十
三
日
に
伝
授
さ
れ
た
『
光
伝
目
録
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
運

敞
蔵
］

177

一
七
六
七

明
和
四

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
御
室
皆
明
寺
で
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
両
界
許
可
作

法　

醍
醐
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

178

一
七
六
七

明
和
四

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
許
可
作
法
を
伝
授
さ
れ
、『
許
可
作
法
聞
書
』

を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

179

一
七
六
七

明
和
四

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
調
灌
頂
支
具
次
第
』
を
書
写

す
る
。［
智
山
書
庫
］

180

一
七
六
七

明
和
四

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
御
室
仁
和
寺
宥
證
か
ら
「
広
沢
招
魂　

伝
加
」・「
広
沢
両
部
合
行
」

を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

181

一
七
六
八

明
和
五

三
月

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
洞
泉
房
性
善
か
ら
作
法
集
を
伝
授
さ
れ
、『
作
法
集
伝
授
手
鑑
』
を

著
す
。［
学
匠
目
録
］

182

一
七
七
〇

明
和
七

一
月
十
二
日

六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
第
三
十
五
世
義
順
房
賢
慧
、
智
積
院
に
法
流
伝
授
願
な
ら
び
に
帰
末
願
を
提
出
す
る
。［
新

文
庫
文
書
］

183

一
七
七
七

安
永
六

十
二
月

真
俊
房
浄
光
（
智
積
院
第
二
十
六
世
）、
智
積
院
通
紹
房
動
潮
化
主
か
ら
智
積
院
方
丈
で
伝
授
さ
れ
た
『
両
壇

作
法
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］
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184

一
七
七
八

安
永
七

五
月
二
十
八
日

真
俊
房
浄
光
（
智
積
院
第
二
十
六
世
）、
智
積
院
通
紹
房
動
潮
化
主
か
ら
阿
弥
陀
第
三
重
次
第
を
伝
授
さ
れ
、『
阿

弥
陀
法
口
決
第
三
重
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

185

一
七
七
八

安
永
七

七
月

智
積
院
通
紹
房
動
潮
化
主
、
受
者
四
十
五
名
に
『
作
法
集
伝
授
手
鑑
』
を
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
］

186

一
七
八
一

天
明
一

三
月
二
十
九
日

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
自
著
『
十
八
道
伝
授
手
鑑
』
を
清
書
す
る
。［
学
匠
目
録
、

智
山
書
庫
］

187

一
七
八
一

天
明
一

三
月

本
周
房
宜
探
、
円
寿
院
で
光
厳
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
神
道
口
伝
次
第　

吉
田
流
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
新

文
庫
］

188

一
七
八
一

天
明
一

四
月
上
旬

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
自
著
『
金
剛
界
伝
授
手
鑑
』
お
よ
び
『
動
潮
口
決
』
を
清
書

す
る
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

189

一
七
八
一

天
明
一

四
月
二
十
一
日

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
自
著
『
胎
蔵
界
伝
授
手
鑑
』
を
清
書
す
る
。［
学
匠
目
録
、

智
山
書
庫
］

190

一
七
八
一

天
明
一

四
月
二
十
八
日

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、『
不
動
護
摩
伝
授
手
鑑
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

191

一
七
八
一

天
明
一

五
月
十
一
日

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
自
著
『
薄
二
重
伝
授
手
鑑
』
を
自
ら
加
筆
し
清
書
す
る
。［
学

匠
目
録
］

192

一
七
八
一

天
明
一

五
月
二
十
日

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
自
著
『
薄
初
重
伝
授
手
鑑
』
を
自
ら
加
筆
し
清
書
す
る
。［
学

匠
目
録
］

193

一
七
八
一

天
明
一

㊄
月
十
一
日

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
先
に
著
し
た
『
薄
二
重
伝
授
手
鑑
』
を
清
書
す
る
。［
智
山

書
庫
］

194

一
七
八
四

天
明
四

五
月
十
七
日

智
積
院
実
厳
房
鑁
啓
化
主
、『
金
剛
界
伝
授
私
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

195

一
七
八
四

天
明
四

六
月
初
旬

智
積
院
実
厳
房
鑁
啓
化
主
、『
胎
蔵
界
伝
授
私
記
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］
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196

一
七
八
四

天
明
四

六
月
二
十
三
日

智
積
院
実
厳
房
鑁
啓
化
主
、
四
度
の
う
ち
護
摩
の
伝
授
を
行
う
。［
智
山
書
庫
］

197

一
七
八
四

天
明
四

八
月
二
十
七
日

真
俊
房
浄
光
（
智
積
院
第
二
十
六
世
）、
澄
弁
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
光
明
真
言
法
私
秘
鈔
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。

［
智
山
書
庫
］

198

一
七
八
四

天
明
四

八
月

真
俊
房
浄
光
（
智
積
院
第
二
十
六
世
）、
澄
弁
か
ら
『
霊
供
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

199

一
七
八
六

天
明
六

二
月

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、『
大
疏
伝
授
抄
』
を
慈
忍
に
書
写
さ
せ
自
ら
校
合
す
る
。［
智

山
書
庫
］

200

一
七
八
六

天
明
六

八
月

前
化
主
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
受
者
五
名
に
「
作
法
集
伝
授
手
鑑
」
を
伝
授
す
る
。［
学
匠

目
録
］

201

一
七
八
八

天
明
八

八
月

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
勧
学
院
で
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
浄
眼
房
等
慧
か
ら
『
引
導
作
法
』

を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
、
新
文
庫
］

202

一
七
八
九

寛
政
一

四
月
一
日

観
如
房
元
瑜
、
京
都
清
和
院
で
、
先
に
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
水
天
供

龍
索
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

203

一
七
八
九

寛
政
一

四
月
二
日

観
如
房
元
瑜
、
通
紹
房
動
潮
本
『
幸
心
四
度
薄
秘
妙
手
鑑
』
の
う
ち
「
薄
初
重
伝
授
手
鑑
」
を
書
写
す
る
。［
智

山
書
庫
］

204

一
七
八
九

寛
政
一

四
月
六
日

観
如
房
元
瑜
、
胎
蔵
界
を
伝
授
さ
れ
た
際
、『
薄
初
重
二
重
伝
授
手
鏡
』
甲
巻
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

205

一
七
八
九

寛
政
一

四
月

観
如
房
元
瑜
、
京
都
北
野
大
報
恩
寺
で
『
印
仏
作
法　

当
流
』
を
伝
授
さ
れ
、
書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

206

一
七
八
九

寛
政
一

五
月
二
日

観
如
房
元
瑜
、
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）
か
ら
『
施
餓
鬼
法　

付
一
印
法
』
を
伝
授
さ
れ
、
書

写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

207

一
七
八
九

寛
政
一

五
月
三
日

観
如
房
元
瑜
、
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）
か
ら
『
秘
鈔
手
鑑
』
を
伝
授
さ
れ
、
京
都
清
和
院
で

動
潮
本
同
書
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］
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208

一
七
八
九

寛
政
一

六
月
五
日

観
如
房
元
瑜
、
秘
鈔
異
尊
法
伝
授
の
際
、
栄
厳
本
『
野
決
抄
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

209

一
七
八
九

寛
政
一

㊅
月
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
受
者
十
六
名
に
「
諸
尊
要
鈔
伝
授
手
鑑
」
を
伝
授
す
る
（
～
二
十
日
）。

［
学
匠
目
録
］

210

一
七
八
九

寛
政
一

七
月

観
如
房
元
瑜
、
京
都
北
野
大
報
恩
寺
で
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）
か
ら
「
厚
双
紙
」
を
伝
授
さ

れ
る
。［
学
匠
目
録
］

211

一
七
八
九

寛
政
一

八
月
四
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
受
者
十
六
名
に
「
作
法
集
伝
授
手
鑑
」
を
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
］

212

一
七
八
九

寛
政
一

九
月
十
六
日

通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）、
京
都
北
野
大
報
恩
寺
養
命
坊
で
『
御
遺
告
伝
授
手
鑑
』
を
著
す
。［
学

匠
目
録
］

213

一
七
八
九

寛
政
一

こ
の
年

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
で
春
道
本
『
大
疏
伝
授
抄
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

214

一
七
九
一

寛
政
三

一
月

良
空
、
智
積
院
南
寮
で
随
身
の
教
師
か
ら
『
引
導
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
新
文
庫
］

215

一
七
九
一

寛
政
三

三
月

隆
秀
、
智
積
院
滝
寮
で
通
紹
房
動
潮
（
智
積
院
第
二
十
二
世
）
か
ら
大
日
経
奥
疏
を
授
け
ら
れ
。『
大
日
経
奥

疏
聞
書
』『
大
疏
伝
授
私
記
』
を
著
す
（
～
八
月
）。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

216

一
七
九
一

寛
政
三

こ
の
年

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
和
泉
国
安
楽
寺
宝
遍
か
ら
御
流
神
道
灌
頂
を
受
法
す
る
。
さ
ら
に
周

照
か
ら
御
流
神
道
を
伝
授
さ
れ
る
。［
真
福
寺
列
祖
伝
］

217

一
七
九
三

寛
政
五

二
月
二
十
九
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
で
実
体
房
良
俊
（
尾
張
国
名
古
屋
長
久
寺
第
二
十
四
世
）
か

ら
『
月
輪
観
頌
釈
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

218

一
七
九
三

寛
政
五

二
月

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
禅
証
よ
り
『
伝
流
奉
幣
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

219

一
七
九
六

寛
政
八

一
月
二
十
二
日

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
梅
寮
で
広
沢
方
諸
流
を
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
］

220

一
七
九
六

寛
政
八

一
月
二
十
二
日

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、「
諸
法
流
目
録
」
を
伝
授
す
る
（
～
二
月
五
日
）。［
智
山
書
庫
］

221

一
七
九
六

寛
政
八

二
月
四
日

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
梅
寮
で
西
院
大
事
許
可
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］



現代密教　第28号

― 150 ―

222

一
七
九
八

寛
政
十

八
月
三
日

通
明
房
慈
順
（
智
積
院
第
二
十
五
世
）、
受
者
十
一
名
に
作
法
集
・
玄
秘
鈔
伝
授
手
鑑
・
諸
尊
要
抄
伝
授
手
鑑
・

秘
蔵
金
宝
集
伝
授
手
鑑
を
伝
授
す
る
（
～
十
日
）。［
智
山
書
庫
］

223

一
八
〇
二

享
和
二

三
月
四
日

智
積
院
通
明
房
慈
順
化
主
、「
自
秘
鈔
至
灌
頂
部
耳
底
記
」
を
伝
授
す
る
（
～
五
月
二
十
七
日
）。［
智
山
書
庫
］

224

一
八
〇
二

享
和
二

五
月
十
五
日

智
積
院
通
明
房
慈
順
化
主
、
智
積
院
方
丈
で
『
秘
鈔
伝
授
手
鑑
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

225

一
八
〇
二

享
和
二

六
月
三
日

通
明
房
慈
順
（
智
積
院
第
二
十
五
世
）、
作
法
集
・
玄
秘
鈔
伝
授
手
鑑
・
諸
尊
要
抄
伝
授
手
鑑
・
秘
蔵
金
宝
集

伝
授
手
鑑
を
伝
授
す
る
（
～
十
一
日
）。［
智
山
書
庫
］

226

一
八
〇
三

享
和
三

こ
の
年

観
如
房
元
瑜
、
通
明
房
慈
順
（
智
積
院
第
二
十
五
世
）
か
ら
『
浴
像
作
法　

私
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智

山
書
庫
］

227

一
八
〇
四

文
化
一

四
月

隆
秀
、
安
房
小
網
寺
で
『
当
流
四
度
加
行
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

228

一
八
〇
五

文
化
二

一
月
十
五
日

観
如
房
元
瑜
、『
諸
儀
軌
伝
授
目
録
』
を
筆
生
に
書
写
さ
せ
る
。［
智
山
書
庫
］

229

一
八
〇
五

文
化
二

二
月
中
旬

観
如
房
元
瑜
、『
薄
草
子
伝
授
聞
書
』『
簿
聞
鈔
』
を
常
安
に
書
写
さ
せ
、
弁
瑞
に
校
合
さ
せ
る
。［
智
山
書
庫
］

230

一
八
〇
五

文
化
二

六
月
七
日

観
如
房
元
瑜
、『
要
法
授
訣
鈔
』
を
伝
授
さ
れ
他
本
を
も
っ
て
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

231

一
八
〇
九

文
化
六

三
月

智
積
院
豊
春
房
謙
順
化
主
、
智
積
院
所
化
衆
の
求
め
に
よ
り
報
恩
院
流
を
伝
授
す
る
。［
智
積
院
史
］

232

一
八
〇
九

文
化
六

五
月
二
十
二
日

恵
岳
（
弘
基
、
智
積
院
第
三
十
世
）、
観
如
房
元
瑜
か
ら
智
積
院
勧
学
院
道
場
で
西
院
流
印
信
を
伝
授
さ
れ
る
。

［
智
山
書
庫
］

233

一
八
〇
九

文
化
六

五
月
二
十
二
日

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
恵
岳
（
弘
基
、
智
積
院
第
三
十
世
）
か
ら
西
院
印
信
を
伝
授
さ
れ
る
。

［
智
山
書
庫
］

234

一
八
〇
九

文
化
六

八
月
四
日

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、『
先
徳
略
名
口
決
』
お
よ
び
頼
瑜
本
『
印
可
記
』
を
伝
授
さ
れ
書
写

す
る
。［
智
山
書
庫
］
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235

一
八
〇
九

文
化
六

九
月
一
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
豊
春
房
謙
順
化
主
か
ら
「
松
橋
方
浄
空
相
承
六
包
」
を
伝
授

さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

236

一
八
〇
九

文
化
六

九
月
十
一
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
豊
春
房
謙
順
化
主
か
ら
勧
修
寺
根
来
相
承
・
三
宝
院
意
教
流

願
行
方
慈
猛
流
・
理
水
十
三
嚢
三
巻
頼
瑜
相
承
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

237

一
八
〇
九

文
化
六

九
月
十
五
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
豊
春
房
謙
順
化
主
か
ら
「
西
院　

嵯
峨
十
一
嚢
御
室
六
嚢
明

星
院
十
一
嚢
幷
浄
妙
相
承
三
包
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

238

一
八
〇
九

文
化
六

九
月
十
六
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、「
安
流
小
巻　

安
流
後
問
答　

安
流
阿
字
黒
箱
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智

山
書
庫
］

239

一
八
〇
九

文
化
六

九
月
十
六
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
豊
春
房
謙
順
化
主
か
ら
華
厳
院
聖
恵
親
王
法
流
・
伝
流
御
室

相
承
・
保
寿
院
流
印
信
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

240

一
八
〇
九

文
化
六

九
月

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
豊
春
房
謙
順
本
『
中
院
口
決
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

241

一
八
一
〇

文
化
七

四
月
二
十
九
日

観
如
房
元
瑜
、『
十
八
道
加
行
作
法
伝
授
要
意　

如
意
輪
念
誦
次
第
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

242

一
八
一
〇

文
化
七

五
月
二
十
日

観
如
房
元
瑜
、『
十
八
道
加
行
作
法
如
意
輪
念
誦
次
第
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

243

一
八
一
〇

文
化
七

九
月
二
十
七
日

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
槙
寮
で
『
胎
蔵
界
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

244

一
八
一
〇

文
化
七

こ
の
年

観
如
房
元
瑜
、
応
神
宮
祭
祀
日
に
智
積
院
槙
寮
で
『
金
剛
界
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

245

一
八
一
一

文
化
八

㊁
月
二
十
四
日

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
槙
寮
で
『
不
動
護
摩
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

246

一
八
一
一

文
化
八

五
月
四
日

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
槙
寮
で
『
薄
初
重
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

247

一
八
一
一

文
化
八

六
月
十
三
日

観
如
房
元
瑜
、『
薄
後
重
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

248

一
八
一
一

文
化
八

六
月

義
本
房
契
実
、『
阿
字
観
』
を
校
合
す
る
。
ま
た
、『
伝
法
灌
頂
伝
授
聞
書
』
を
伝
領
す
る
。［
智
山
書
庫
］
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249

一
八
一
二

文
化
九

二
月
三
日

観
如
房
元
瑜
、『
秘
鈔
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

250

一
八
一
二

文
化
九

三
月
四
日

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
槙
寮
で
、『
秘
鈔
伝
授
要
意
』
を
清
書
す
る
。［
智
山
書
庫
］

251

一
八
一
二

文
化
九

四
月
十
八
日

観
如
房
元
瑜
、『
金
宝
集
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

252

一
八
一
二

文
化
九

五
月
十
二
日

観
如
房
元
瑜
、『
諸
尊
要
鈔
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

253

一
八
一
二

文
化
九

五
月
下
旬

観
如
房
元
瑜
、『
玄
秘
鈔
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

254

一
八
一
二

文
化
九

五
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
観
如
房
元
瑜
よ
り
伝
授
さ
れ
た
『
水
天
供
龍
索
』
を
書
写
す
る
。［
智

山
書
庫
］

255

一
八
一
二

文
化
九

六
月
上
旬

観
如
房
元
瑜
、『
御
遺
告
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

256

一
八
一
二

文
化
九

七
月
二
十
日

観
如
房
元
瑜
、
経
蔵
の
蔵
書
虫
晒
し
の
後
、『
厚
双
紙
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

257

一
八
一
三

文
化
十

こ
の
年

観
如
房
元
瑜
、
上
総
国
小
久
保
真
福
寺
で
『
野
決
鈔
』
を
伝
授
さ
れ
、
順
教
に
書
写
さ
せ
る
。［
智
山
書
庫
］

258

一
八
一
四

文
化
十
一

八
月
十
六
日

観
如
房
元
瑜
、『
作
法
集
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

259

一
八
一
五

文
化
十
二

春

智
積
院
恵
岳
（
弘
基
）
化
主
、
讃
岐
国
萩
原
で
報
恩
院
流
の
伝
授
を
行
う
。［
智
積
院
史
］

260

一
八
一
六

文
化
十
三

八
月
十
六
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
恵
岳
（
弘
基
）
化
主
か
ら
土
巨
（
地
蔵
院
）
覚
雄
方
の
「
金

剛
界
口
決
」
を
伝
授
さ
れ
、『
金
剛
界
口
決　

土
巨
覚
雄
方
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

261

一
八
一
六

文
化
十
三

㊇
月
一
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
智
積
院
恵
岳
（
弘
基
）
化
主
か
ら
『
胎
蔵
界
口
訣
』
を
伝
授
さ
れ
る
。

［
智
山
書
庫
］

262

一
八
二
〇

文
政
三

八
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
江
戸
愛
宕
円
福
寺
道
場
で
同
寺
住
職
観
如
房
元
瑜
か
ら
「
松
橋
方
」「
御

流　

北
院
方
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

263

一
八
二
〇

文
政
三

こ
の
年

大
願
、
髪
切
山
慈
光
律
寺
で
『
伝
法
灌
頂
諸
作
法　

幸
心
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］
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264

一
八
二
二

文
政
五

二
月
二
十
三
日

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
江
戸
愛
宕
円
福
寺
で
空
覚
房
覚
眼
本
『
胎
蔵
界
念
誦
次
第
伝
授
記
』

を
書
写
す
る
。［
学
匠
目
録
］

265

一
八
二
二

文
政
五

二
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
江
戸
愛
宕
円
福
寺
で
空
覚
房
覚
眼
本
『
金
剛
界
念
誦
次
第
伝
授
記
』

を
書
写
す
る
。［
学
匠
目
録
］

266

一
八
二
二

文
政
五

四
月
二
十
三
日

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
江
戸
愛
宕
円
福
寺
で
空
覚
房
覚
眼
本
『
薄
初
重
伝
授
記
』
を
書
写
す
る
。

［
学
匠
目
録
］

267

一
八
二
二

文
政
五

秋

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
安
房
国
府
中
宝
珠
院
で
通
紹
房
動
潮
本
『
御
遺
告
伝
授
手
鑑
』『
諸

尊
要
鈔
伝
授
手
鑑
』
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
学
匠
目
録
］

268

一
八
二
三

文
政
六

一
月

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
前
年
九
月
に
伝
授
さ
れ
た
頼
瑜
相
承
の
『
金
剛
王
院
』
五
巻
な
ら
び

に
憲
寿
房
道
本
本
『
阿
字
観
幷
口
訣
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

269

一
八
二
三

文
政
六

二
月
十
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
文
化
六
年
九
月
に
豊
春
房
謙
順
か
ら
伝
授
さ
れ
た
三
宝
院
流
・
意
教

流
願
行
方
・
慈
猛
流
を
ま
と
め
、『
三
宝
院
意
行
方
慈
猛
流
息
障
院
相
承
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

270

一
八
二
三

文
政
六

二
月

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
文
化
六
年
九
月
に
豊
春
房
謙
順
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
新
安
水　

古
安
水
』

を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

271

一
八
二
三

文
政
六

三
月
五
日

智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）、
文
化
六
年
九
月
に
豊
春
房
謙
順
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
勧
水
十
一
巻
根

来
相
承
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

272

一
八
二
三

文
政
六

八
月
七
日

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、『
諸
儀
軌
伝
授
目
録
』
を
筆
生
に
書
写
さ
せ
る
。［
智
山
書
庫
］

273

一
八
二
三

文
政
六

十
月
十
四
日

江
戸
愛
宕
円
福
寺
観
如
房
元
瑜
、
同
寺
で
『
沢　

仁
和
寺
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

274

一
八
二
八

文
政
十
一

七
月
二
十
八
日

大
願
、
栂
尾
高
山
寺
十
無
尽
院
で
僧
護
阿
闍
梨
か
ら
『
栂
尾
山
伝
受
次
第
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山

書
庫
］
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275

一
八
三
一

天
保
二

九
月
十
五
日

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
行
海
本
『
祥
流
帖
帳
伝
授
記
』
を
書
写
し
、
翌

年
三
月
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

276

一
八
三
一

天
保
二

九
月

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、『
頓
証
菩
提
法
』『
最
極
秘
密
大
事
口
伝
』『
安
祥
寺
流
伝
授
手
鏡
』

等
を
書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

277

一
八
三
一

天
保
二

十
一
月

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
龍
肝
本
『
念
誦
供
養
儀
軌
次
第
等
総
目
』『
安
流
折
紙
伝
授
日
記
』

等
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

278

一
八
三
一

天
保
二

こ
の
年

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
龍
肝
か
ら
『
伝
法
口
決
』
を
伝
授
さ
れ
、
書
写
し
校
合
す
る
。［
智

山
書
庫
］

279

一
八
三
二

天
保
三

一
月

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
智
積
院
智
本
房
海
応
化
主
の
講
義
を
受
け
、『
大
疏
伝
授
私
記
』
を

書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

280

一
八
三
二

天
保
三

一
月

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
龍
肝
本
『
安
祥
寺
最
極
秘
書
目
録
』、『
大
疏
伝
授
私
記
』
を
書
写
す
る
。

［
智
山
書
庫
］

281

一
八
三
二

天
保
三

三
月
十
五
日

智
積
院
智
本
房
海
応
化
主
、
二
十
二
回
に
わ
た
り
文
京
房
明
弁
に
大
日
経
奥
疏
を
伝
授
す
る
。［
学
匠
目
録
、

智
山
書
庫
］

282

一
八
三
三

天
保
四

春

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、『
弁
財
天
供
養
念
誦
法
』
お
よ
び
龍
肝
本
『
許
可
伝
授
作
法
』
を
書

写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

283

一
八
四
一

天
保
十
二

一
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
観
如
房
元
瑜
が
江
戸
愛
宕
円
福
寺
で
諸
法
流
の
伝
授
を
行
っ
た
際
の

『
手
控
用
意
記
』
を
校
合
し
、『
諸
法
流
伝
授
要
意
』
を
著
す
。［
学
匠
目
録
］

284

一
八
四
一

天
保
十
二

三
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、『
保
寿
院
伝
授
目
録
』
等
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

285

一
八
四
一

天
保
十
二

五
月
八
日

音
長
房
先
晋
（
智
積
院
第
三
十
五
世
）、
伝
授
阿
闍
梨
と
し
て
武
蔵
国
越
生
法
恩
寺
で
伝
法
灌
頂
を
勤
修
す
る
。

［
埼
玉
長
久
寺
文
書
］
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286

一
八
四
一

天
保
十
二

十
月
十
五
日

照
融
、
戒
舟
房
禅
宅
（
智
積
院
第
三
十
四
世
）
か
ら
根
来
寺
中
性
院
流
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

287

一
八
四
二

天
保
十
三

三
月
二
十
九
日

大
願
、
出
羽
国
永
居
郷
亀
岡
大
聖
寺
で
、『
不
動
護
摩
私
記
』
を
伝
授
し
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

288

一
八
四
三

天
保
十
四

三
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
恵
旭
房
曇
寂
著
『
如
実
知
自
心
章
別
記
』・
同
『
土
巨
流
伝
授
目
録
』

を
書
写
し
校
合
す
る
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

289

一
八
四
八

嘉
永
一

二
月

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
契
理
本
『
伝
流
灌
頂
教
誡
詞
幷
返
答
』・
同
『
伝

法
院
流
印
可
前
行
両
大
師
所
作
』・
同
『
伝
流
十
八
道
作
法
伝
授
作
法
」
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

290

一
八
四
八

嘉
永
一

四
月
八
日

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
栂
尾
高
山
寺
方
便
智
院
慧
友
房
僧
護
か
ら
「
常
喜
院
大
事
」
を
伝
授

さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

291

一
八
四
八

嘉
永
一

五
月

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
栂
尾
高
山
寺
方
便
智
院
慧
友
房
僧
護
か
ら
『
七
倶
胝
仏
母
心
陀
羅
尼
法
』

『
准
提
念
誦
次
第
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

292

一
八
四
八

嘉
永
一

春
夏

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
栂
尾
高
山
寺
方
便
智
院
慧
友
房
僧
護
か
ら
『
印
可
次
第　

広
沢
』『
小

島
第
九
大
事
』
を
伝
授
さ
れ
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

293

一
八
四
八

嘉
永
一

八
月
十
七
日

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、『
灌
頂
秘
口
三
初
夜
』
お
よ
び
奝
怡
自
筆
本
『
広
伝
受
記
』
を
書
写

す
る
。［
智
山
書
庫
］

294

一
八
四
八

嘉
永
一

九
月
十
九
日

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
行
海
本
『
土
巨
流
伝
授
聞
書
房
玄
方
常
明
僧
正

説
智
幢
僧
正
説
法
操
比
丘
校
』
を
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

295

一
八
四
九

嘉
永
二

三
月
四
日

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
豊
春
房
謙
順
本
『
伝
流
投
花
初
後
夜
形
』
を
伝
授
さ
れ
、
書
写
す
る
。

［
智
山
書
庫
］

296

一
八
四
九

嘉
永
二

七
月
四
日

義
観
房
弘
現
（
智
積
院
第
四
十
世
）、『
幸
心
流
伝
授
目
録
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

297

一
八
四
九

嘉
永
二

七
月
十
六
日

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
栂
尾
高
山
寺
方
便
智
院
慧
友
房
僧
護
か
ら
「
印
信
大
唐
人
々
語
」
を

伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］
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298

一
八
四
九

嘉
永
二

八
月
一
日

勢
瑜
、
智
積
院
勧
学
院
で
龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）
か
ら
伝
流
諸
大
事
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山

書
庫
］

299

一
八
四
九

嘉
永
二

八
月
二
十
日

勢
瑜
、
龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）
か
ら
伝
流
大
事
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

300

一
八
四
九

嘉
永
二

九
月
十
四
日

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
栂
尾
高
山
寺
金
堂
で
方
便
智
院
慧
友
房
僧
護
か
ら
「
勧
流
瑜
祇
灌
頂
法
」

を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

301

一
八
五
五

安
政
二

二
月
二
十
五
日

武
蔵
国
御
所
息
障
院
随
翁
、
観
寿
か
ら
「
延
三
七
歳
大
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。［
息
障
院
文
書
］

302

一
八
五
五

安
政
二

春

智
積
院
大
幢
房
信
海
化
主
、
幸
心
流
を
伝
授
す
る
。［
智
積
院
史
、
智
積
院
誌
］

303

一
八
五
五

安
政
二

八
月
十
八
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、
智
積
院
大
幢
房
信
海
化
主
か
ら
『
伝
法
大
会
精
義
手
控
』

を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

304

一
八
五
六

安
政
三

春

江
戸
愛
宕
真
福
寺
龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、「
保
寿
院
流
伝
授
目
録
草
案
」
等
を
伝
授
さ
れ
る
。

［
智
山
書
庫
］

305

一
八
五
六

安
政
三

四
月
三
日

江
戸
愛
宕
真
福
寺
龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
智
積
院
方
丈
で
の
講
釈
伝
授
の
際
、
智
方
房
に
大

幢
房
信
海
本
『
黒
箱
大
事　

本
願
大
師
』
を
書
写
さ
せ
る
。［
智
山
書
庫
］

306

一
八
五
六

安
政
三

七
月
四
日

義
範
房
現
覚
（
佐
々
木
義
範
、
智
積
院
第
四
十
一
世
）、『
幸
心
流
伝
授
目
録
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

307

一
八
六
一

文
久
一

三
月

智
友
房
宥
性
（
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
大
音
房
契
理
に
神
道
灌
頂
を
伝
授
す
る
。［
智
積
院
史
］

308

一
八
六
一

文
久
一

八
月

豊
龍
房
快
運
（
智
積
院
第
四
十
六
世
）、
阿
波
国
正
興
律
院
光
円
よ
り
西
院
流
を
伝
授
さ
れ
、
越
後
国
に
帰
る
。

［
智
積
院
史
］

309

一
八
六
三

文
久
三

七
月
一
日

龍
存
房
隆
願
、
智
積
院
龍
謙
房
隆
栄
化
主
か
ら
『
伝
流
四
度
加
行
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
、
通
紹
房
動
潮
本
を

も
っ
て
書
写
す
る
。［
智
山
書
庫
］

310

一
八
六
三

文
久
三

十
月
十
五
日

智
積
院
龍
謙
房
隆
栄
化
主
、「
伝
法
院
流
伝
受
目
録
」
を
伝
授
す
る
。［
智
山
書
庫
］
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311

一
八
六
六

慶
応
二

四
月

鑁
隆
、
良
空
か
ら
伝
授
さ
れ
た
『
引
導
口
訣
』
を
書
写
す
る
。［
新
文
庫
］

312

一
八
六
七

慶
応
三

一
月

現
栄
、
智
明
よ
り
『
秘
蔵
宝
鑰
講
述
』
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
山
書
庫
］

313

一
八
六
七

慶
応
三

六
月

俊
伝
房
宗
盛
（
伊
藤
宗
盛
、
智
積
院
第
四
十
八
世
）、
智
積
院
龍
謙
房
隆
栄
化
主
か
ら
神
祇
伝
授
を
授
か
り
、

義
範
房
現
覚
（
智
積
院
第
四
十
一
世
）
か
ら
報
恩
院
一
流
を
伝
授
さ
れ
る
。［
智
積
院
史
］

 

※
こ
こ
で
の
網
か
け
部
分
は
、「
伝
受
」
を
示
し
て
い
る
。



現代密教　第28号

― 158 ―

《
講
義
》

番
号

西　
暦

和　
暦

月　
日

事　
　
　
項

１

一
五
六
九

永
禄
十
二

八
月
二
十
一
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
月
次
論
義
で
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
の
う
ち
「
大
乗
通
局
」
を
講

義
す
る
。［
学
匠
目
録
〕

２

一
五
七
〇

元
亀
一

一
月
下
旬

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、『
釈
論
百
条
第
三
重
』
の
う
ち
「
無
為
第
八
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

３

一
五
七
一

元
亀
二

八
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、『
釈
論
第
三
重
』
の
う
ち
「
最
高
大
身
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

４

一
五
七
二

元
亀
三

四
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
の
法
華
八
講
で
、『
釈
論
第
三
重
』
の
う
ち
「
三
身
成
道
」
を
講

義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

５

一
五
七
五

天
正
三

一
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
根
来
寺
で
初
め
て
『
般
若
理
趣
経
』
に
つ
い
て
講
義
す
る
。［
延
寿
護
法
録
］

６

一
五
九
一

天
正
十
九

三
月
二
十
四
日

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
で
『
理
趣
経
』
を
講
義
し
、
そ
の
際
『
理
趣
経
旧
草
集
』

を
著
す
［
学
匠
目
録
、
新
文
庫
］

７

一
五
九
三

文
禄
二

五
月

長
善
房
祐
宜
（
智
積
院
第
二
世
）、
陸
奥
国
岩
城
薬
王
寺
で
、
所
化
衆
に
『
九
条
錫
杖
私
記
』
を
講
義
す
る
。

そ
の
際
、『
錫
杖
経
鈔
』
を
著
す
。［
同
書
奥
書
、
学
匠
目
録
、
全
末
目
録
、
智
積
院
誌
］

８

一
六
〇
九

慶
長
十
四

七
月
下
旬

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
『
大
日
経
疏
第
三
重
』
の
算
題
「
証
寂
然
界
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠

目
録
］

９

一
六
〇
九

慶
長
十
四

十
二
月
二
十
一
日

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
『
大
日
経
疏
第
三
重
』
の
算
題
「
悉
地
寛
狭
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠

目
録
］

1（

一
六
〇
九

慶
長
十
四

十
二
月

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
算
題
「
三
身
成
道
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

11

一
六
一
〇

慶
長
十
五

春

智
積
院
長
善
房
祐
宜
化
主
、
智
積
院
で
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
算
題
「
三
身
成
道
」
を
講
義
す
る
。［
同
書
奥
書
］
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12

一
六
三
〇

寛
永
七

九
月

元
春
房
運
敞
（
智
積
院
第
七
世
）、
京
都
竹
田
安
楽
寿
院
頼
運
と
と
も
に
智
積
院
で
正
純
房
日
誉
化
主
に
謁
し
、

化
主
の
講
義
を
聴
講
す
る
。［
泊
如
僧
正
年
譜
、
智
積
院
誌
］

13

一
六
三
一

寛
永
八

二
月

智
積
院
正
純
房
日
誉
化
主
、
東
行
し
て
『
性
霊
集
』
を
講
義
す
る
。
元
春
房
運
敞
（
智
積
院
第
七
世
）、
こ
れ

を
聴
講
す
る
。［
泊
如
僧
正
年
譜
］

1（

一
六
三
七

寛
永
十
四

夏

仙
丁
房
宥
貞
（
智
積
院
第
六
世
）、
武
蔵
国
浦
和
玉
蔵
院
で
講
義
を
行
う
。［
真
言
宗
年
表
］

15

一
六
四
八

慶
安
一

九
月
十
五
日

元
春
房
運
敞
（
智
積
院
第
七
世
）、
尾
張
国
名
古
屋
藩
主
徳
川
義
直
に
拝
謁
す
る
。
同
十
七
日
、
義
直
に
対
し

『
大
日
経
』
の
経
題
お
よ
び
品
号
に
つ
い
て
講
義
す
る
。［
泊
如
僧
正
年
譜
］

1（

一
六
五
四

承
応
三

三
月

元
春
房
運
敞
（
智
積
院
第
七
世
）、
人
々
の
求
め
に
応
じ
自
ら
の
著
書
『
性
霊
集
鈔
』
を
講
義
す
る
。
聴
衆
は

延
べ
八
千
人
（『
智
積
院
誌
』
で
は
四
百
人
）
に
及
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。［
泊
如
僧
正
年
譜
、
智
積
院
史
、

智
積
院
誌
］

17

一
六
六
七

寛
文
七

こ
の
年

文
識
房
宥
鑁
（
智
積
院
第
九
世
）、
智
積
院
で
法
華
を
講
義
し
、
勧
修
寺
門
跡
寛
俊
が
臨
席
す
る
。［
真
福
寺

列
祖
伝
］

18

一
六
八
五

貞
享
二

十
月

岳
泉
房
亮
範
（
智
積
院
第
十
五
世
）、
越
前
国
三
国
滝
谷
寺
か
ら
智
積
院
に
登
嶺
し
、
智
積
院
陽
春
房
信
盛
化

主
の
講
義
を
受
講
す
る
。［
結
縄
伝
］

1（

一
六
九
一

元
禄
四

七
月
五
日

智
積
院
陽
春
房
信
盛
・
長
谷
寺
淳
亮
房
卓
玄
両
能
化
、
登
城
し
、
信
盛
は
「
大
日
経
題
号
」
に
つ
い
て
、
卓

玄
は
「
即
身
義
初
段
」
を
そ
れ
ぞ
れ
講
義
す
る
。［
隆
光
僧
正
日
記
］

2（

一
六
九
八

元
禄
十
一

こ
の
年

是
心
房
快
脊
（
智
積
院
第
十
三
世
）、
下
総
国
米
倉
西
光
寺
で
「
仁
王
経
」
を
講
義
す
る
。［
真
福
寺
列
祖
伝
、

真
福
寺
歴
代
譜
］

21

一
六
九
九

元
禄
十
二

㊈
月
十
二
日

江
戸
愛
宕
円
福
寺
空
覚
房
覚
眼
・
同
真
福
寺
超
然
房
性
遍
、
桂
昌
院
の
江
戸
神
田
橋
護
持
院
参
詣
の
際
、
講

義
を
行
う
。［
隆
光
僧
正
日
記
］

22

一
六
九
九

元
禄
十
二

㊈
月
十
八
日

江
戸
愛
宕
円
福
寺
空
覚
房
覚
眼
（
智
積
院
第
十
一
世
）・
同
真
福
寺
超
然
房
性
遍
、
桂
昌
院
の
江
戸
大
塚
護
国

寺
参
詣
の
際
、「
光
明
真
言
照
闇
抄
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
。［
隆
光
僧
正
日
記
］
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23

一
七
〇
五

宝
永
二

一
月
二
十
五
日

江
戸
愛
宕
円
福
寺
空
覚
房
覚
眼
・
同
真
福
寺
禅
海
房
運
寿
、
徳
川
綱
吉
の
江
戸
神
田
橋
護
持
院
参
詣
の
際
、

隆
光
に
よ
る
「
無
量
寿
儀
軌
」
の
講
義
に
出
仕
す
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
銀
十
枚
ず
つ
を
与
え
ら
れ
る
。［
徳

川
実
紀
、
隆
光
僧
正
日
記
］

2（

一
七
三
七

元
文
二

六
月
十
一
日

恵
旭
房
曇
寂
、『
大
日
経
疏
私
記
』
を
講
義
す
る
。［
智
山
書
庫
］

25

一
七
三
八

元
文
三

こ
の
年

琳
珊
房
龍
天
（
智
積
院
第
十
七
世
）、
常
陸
国
黒
子
千
妙
寺
で
「
倶
舎
論
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

2（

一
七
四
四

延
享
一

春

如
実
房
亮
海
、
根
来
寺
で
「
大
日
経
住
心
品
疏
因
（
大
日
経
教
主
古
今
異
説
集
）」
を
講
義
す
る
。［
智
山
書
庫
］

27

一
七
四
四

延
享
一

冬

如
実
房
亮
海
、
根
来
寺
密
厳
院
境
内
の
求
聞
寺
堂
で
「
即
身
成
仏
義
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

28

一
七
四
五

延
享
二

二
月
十
三
日

如
実
房
亮
海
、
延
享
一
年
の
「
即
身
成
仏
義
」
の
講
義
を
ま
と
め
、
校
合
を
加
え
『
即
身
成
仏
義
講
筵
』
を

著
す
。［
学
匠
目
録
］

2（

一
七
四
五

延
享
二

二
月
二
十
九
日

如
実
房
亮
海
、
紀
伊
国
那
賀
薬
師
寺
で
の
「
声
字
義
」
の
講
義
を
ま
と
め
、『
声
字
義
講
録
』
を
著
す
。［
智

山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

3（

一
七
四
五

延
享
二

三
月
十
七
日

如
実
房
亮
海
、
紀
伊
国
那
賀
薬
師
寺
で
の
「
吽
字
義
」
の
講
義
を
ま
と
め
、『
吽
字
義
講
録
』
を
著
す
。［
学

匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

31

一
七
四
五

延
享
二

十
一
月
九
日

如
実
房
亮
海
、
紀
伊
国
那
賀
調
月
村
大
歳
明
神
社
で
『
秘
蔵
宝
鑰
巻
上
講
筵
』
を
講
義
し
著
す
。［
智
山
書
庫
］

32

一
七
四
五

延
享
二

十
二
月
二
十
二
日

如
実
房
亮
海
、
紀
伊
国
那
賀
調
月
村
大
歳
明
神
社
で
『
秘
蔵
宝
鑰
巻
下
講
筵
』
を
講
義
し
著
す
。［
智
山
書
庫
］

33

一
七
六
九

明
和
六

二
月
十
六
日

前
化
主
慈
潭
房
浄
空
（
智
積
院
第
二
十
世
）、『
大
日
経
奥
疏
』
の
講
義
を
行
う
。［
学
匠
目
録
］

3（

一
七
六
九

明
和
六

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
尾
崎
寮
で
慈
潭
房
浄
空
（
智
積
院
第
二
十
世
）
の
『
大
日
経
疏
』

の
講
義
を
聞
き
、『
大
疏
随
類
』
を
著
す
。［
智
積
院
誌
、
智
積
院
史
、
智
山
書
庫
］
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35

一
七
七
一

明
和
八

六
月
十
二
日

前
化
主
慈
譚
房
浄
空
（
智
積
院
第
二
十
世
）、
京
都
北
野
大
報
恩
寺
養
命
坊
で
、『
住
心
品
疏
』
を
講
義
す
る
。

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）
が
受
講
し
、『
大
疏
随
類
』
を
著
す
。
明
和
六
年
の
も
の
と
合
わ
せ
て

十
九
巻
と
な
る
。［
智
積
院
史
］

3（

一
七
七
五

安
永
四

こ
の
冬

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
で
「
三
論
玄
義
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

37

一
七
七
五

安
永
四

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
所
化
衆
の
求
め
に
応
じ
て
『
十
巻
章
』
を
講
義
す
る
。［
智

積
院
史
、
密
教
大
辞
典
］

38

一
七
七
六

安
永
五

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
理
性
院
杲
観
の
求
め
に
応
じ
、
同
院
で
『
二
教
論
』
な
ど
を
講
義
す
る
。

［
智
積
院
史
、
密
教
大
辞
典
］

3（

一
七
七
七

安
永
六

秋

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、
智
積
院
で
『
四
教
義
』
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

（（

一
七
七
七

安
永
六

冬

戒
光
房
観
豪
（
智
積
院
第
二
十
九
世
）、
智
積
院
で
「
般
若
心
経
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

（1

一
七
八
〇

安
永
九

こ
の
年

豊
春
房
謙
順
（
智
積
院
第
二
十
八
世
）、『
華
厳
五
教
章
』
を
講
義
し
『
五
教
章
玄
談
』
を
著
す
。［
智
積
院
史
］

（2

一
七
九
〇

寛
政
二

春

戒
光
房
観
豪
（
智
積
院
第
二
十
九
世
）、
紀
伊
国
岩
出
閼
伽
井
寺
で
『
五
教
章
』
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

（3

一
七
九
四

寛
政
六

四
月
二
十
六
日

観
如
房
元
瑜
、
智
積
院
滝
寮
で
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
講
義
し
、『
秘
蔵
宝
鑰
講
翼
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
］

（（

一
八
〇
一

享
和
一

五
月
十
八
日

観
如
房
元
瑜
、「
般
若
心
経
秘
鍵
講
翼
」
を
講
義
す
る
。［
智
山
書
庫
］

（5

一
八
〇
九

文
化
六

こ
の
年

恵
岳
（
弘
基
、
智
積
院
第
三
十
世
）、
備
前
国
・
備
中
国
・
讃
岐
国
・
伊
予
国
等
で
密
教
を
講
義
し
、
伝
法
灌

頂
等
を
行
う
。［
智
積
院
史
］

（（

一
八
一
五

文
化
十
二

一
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
智
本
房
海
応
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）
の
講
義
に
よ
り
前
年
一
月
に

著
し
た
『
瑜
伽
釈
聴
要
記
』
注
記
を
施
す
。［
智
山
書
庫
］

（7

一
八
一
八

文
政
一

秋

宝
体
房
良
俊
、
尾
張
国
名
古
屋
長
久
寺
で
「
因
明
入
正
理
論
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］
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（8

一
八
一
九

文
政
二

四
月

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
安
房
国
府
中
宝
珠
院
で
「
西
谷
名
目
」
を
講
義
し
、『
西
谷
名
目
減

縁
減
行
抜
萃
録
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］

（（

一
八
二
三

文
政
六

春

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
智
積
院
桜
寮
で
学
侶
に
「
倶
舎
論
」
を
講
義
し
、『
宗
輪
述
記
私
記
』

を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

5（

一
八
二
四

文
政
七

四
月
二
十
一
日

江
戸
愛
宕
円
福
寺
観
如
房
元
瑜
、
五
月
九
日
ま
で
に
十
九
回
、「
純
秘
鈔
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

51

一
八
二
七

文
政
十

三
月
二
十
三
日

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、「
大
乗
法
苑
義
林
章
玄
談
」
を
講
義
す
る
（
～
四
月
六
日
）。［
智
山

書
庫
］

52

一
八
二
七

文
政
十

こ
の
年

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
京
都
養
源
院
で
受
講
者
三
百
人
余
に
「
唯
識
述
記
」
を
講
義
す
る
。［
智

積
院
史
、
智
積
院
誌
］

53

一
八
二
八

文
政
十
一

三
月
四
日

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
京
都
養
源
院
で
延
べ
受
講
者
六
百
人
余
に
「
大
乗
法
苑
義
林
章
玄
談
」

を
講
義
す
る
（
～
三
月
十
八
日
）。［
智
積
院
史
、
智
積
院
誌
、
智
山
書
庫
］

5（

一
八
三
〇

天
保
一

㊂
月
十
日

唯
明
房
隆
瑜
（
智
積
院
第
三
十
三
世
）、
所
化
数
名
に
対
し
「
秘
蔵
宝
鑰
講
翼
」
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
、

智
山
書
庫
］

55

一
八
三
二

天
保
三

一
月

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
智
積
院
智
本
房
海
応
化
主
の
講
義
を
受
け
、『
大
疏
伝
授
私
記
』
を

書
写
し
校
合
す
る
。［
智
山
書
庫
］

5（

一
八
三
五

天
保
六

こ
の
年

根
来
寺
大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
七
世
）、
同
寺
で
「
倶
舎
論
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
、
智
積
院
誌
］

57

一
八
三
六

天
保
七

こ
の
年

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
八
世
）、
紀
伊
国
和
歌
山
城
下
円
蔵
院
で
智
友
房
宥
性
（
智
積
院
第
四
十
三
世
）

等
に
「
唯
識
述
記
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

58

一
八
三
七

天
保
八

三
月

大
幢
房
信
海
（
智
積
院
第
三
十
八
世
）、
根
来
寺
で
「
大
乗
法
苑
義
林
章
」
に
つ
い
て
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

5（

一
八
三
八

天
保
九

冬

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
根
来
寺
光
明
院
で
、「
倶
舎
論
」
の
講
義
を
行
っ
た
際
、
聴
衆
の
希

望
に
応
じ
て
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
玄
談　

有
宗
七
十
五
法
五
縛
記
』
を
著
す
。［
智
山
書
庫
、
学
匠
目
録
］
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（（

一
八
四
四

弘
化
一

三
月

龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
京
都
寺
町
大
雲
寺
に
お
い
て
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
玄
談　

有
宗
七
十

五
法
五
縛
記
』
を
も
と
に
「
倶
舎
論
」
を
講
義
す
る
。［
智
山
書
庫
］

（1

一
八
四
五

弘
化
二

二
月

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、「
百
法
問
答
鈔
分
科
」
を
講
義
す
る
。［
智
山
書
庫
］

（2

一
八
四
五

弘
化
二

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
智
積
院
で
「
十
句
義
論
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

（3

一
八
四
六

弘
化
三

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
智
積
院
で
「
五
教
章
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

（（

一
八
四
七

弘
化
四

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
笠
置
山
で
「
十
巻
章
」「
五
教
章
」
を
講
義
す
る
。［
智

積
院
史
］

（5

一
八
四
八

嘉
永
一

五
月
二
十
三
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、「
百
法
問
答
鈔
」
を
こ
の
日
よ
り
計
四
十
一
回
講
義
す
る
。

［
学
匠
目
録
］

（（

一
八
四
八

嘉
永
一

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
尾
張
国
名
古
屋
福
生
院
で
法
泉
房
実
因
（
智
積
院
第
四

十
二
世
）
に
「
十
巻
章
」「
住
心
品
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

（7

一
八
四
八

嘉
永
一

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
智
積
院
で
「
五
教
章
」「
金
七
十
論
」
を
講
義
す
る
。［
智

積
院
史
］

（8

一
八
四
九

嘉
永
二

五
月
二
十
八
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、『
唯
識
三
類
境
選
要
』
を
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

（（

一
八
四
九

嘉
永
二

七
月
二
十
二
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、『
百
法
問
答
鈔
私
記　

百
法
問
答
鈔
分
』
を
計
四
十
二
回

講
義
し
、
そ
の
内
容
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］

7（

一
八
四
九

嘉
永
二

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、「
因
明
大
疏
」「
瑞
源
記
」「
四
教
義
集
註
」
を
講
義
す
る
。

［
智
積
院
史
］

71

一
八
五
〇

嘉
永
三

三
月
四
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、
こ
の
日
よ
り
『
成
唯
識
論
述
記
』
を
計
百
四
十
五
回
講
義
し
、

そ
の
内
容
を
著
す
。［
学
匠
目
録
、
智
山
書
庫
］
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72

一
八
五
〇

嘉
永
三

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、「
倶
舎
論
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

73

一
八
五
一

嘉
永
四

一
月
十
三
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、「
観
心
覚
夢
鈔
」
を
こ
の
日
か
ら
計
二
十
二
回
講
義
す
る
。

［
学
匠
目
録
］

7（

一
八
五
一

嘉
永
四

三
月
十
五
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、
浄
土
宗
の
僧
衆
に
求
め
ら
れ
、「
大
乗
法
苑
義
林
章
」
を

こ
の
日
か
ら
計
九
十
二
回
講
義
す
る
。［
学
匠
目
録
］

75

一
八
五
一

嘉
永
四

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、「
三
十
三
過
本
作
法
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
史
］

7（

一
八
五
二

嘉
永
五

こ
の
年

京
都
北
野
清
和
院
龍
謙
房
隆
栄
（
智
積
院
第
三
十
九
世
）、
同
寺
で
「
唯
識
述
記
」
を
講
義
す
る
。［
智
積
院
誌
］

77

一
八
五
四

安
政
一

三
月
四
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、「
成
唯
識
論
述
記
」
を
計
百
六
十
七
回
講
義
す
る
（
～
九

月
三
日
）。［
学
匠
目
録
］

78

一
八
五
四

安
政
一

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
安
房
国
清
澄
寺
で
「
起
信
義
記
」
を
講
義
す
る
。［
智

積
院
史
］

7（

一
八
五
九

安
政
六

五
月
六
日

義
観
房
弘
現
（
丹
藤
弘
現
、
智
積
院
第
四
十
世
）、「
秘
蔵
宝
鑰
弁
顕
密
二
教
論
講
会
席
数
記
」
を
講
義
す
る
。

［
智
山
書
庫
］

8（

一
八
六
四

元
治
一

夏

智
積
院
龍
謙
房
隆
栄
化
主
、
御
室
仁
和
寺
宮
純
仁
親
王
の
招
き
に
応
じ
、「
十
巻
章
」
を
講
義
す
る
。［
智
積

院
史
、
真
福
寺
列
祖
伝
］

81

一
八
六
六

慶
応
二

こ
の
年

智
友
房
宥
性
（
金
剛
宥
性
、
智
積
院
第
四
十
三
世
）、
安
房
国
府
中
宝
珠
院
で
「
十
巻
章
」
を
講
義
す
る
。［
智

積
院
史
］



『智山年表［近世篇］』からの語彙と用例採取について

― 165 ―

《
講
伝
》

番
号

西　
暦

和　
暦

月　
日

事　
　
　
項

１

一
六
〇
三

慶
長
八

こ
の
年

長
存
房
元
寿
（
智
積
院
第
四
世
）、
長
谷
寺
に
登
り
、
宮
賢
房
専
誉
（
長
谷
寺
第
一
世
）
よ
り
講
伝
を
受
け
る
。

［
智
積
院
史
］

２

一
七
七
一

明
和
八

こ
の
年

前
化
主
慈
譚
房
浄
空
（
智
積
院
第
二
十
世
）、
京
都
北
野
大
報
恩
寺
で
「
六
釈
・
転
声
」
を
講
伝
す
る
。［
智

積
院
史
、
智
積
院
誌
］

註（
１
）
佐
藤
師
を
お
招
き
し
た
講
演
会
の
内
容
は
、
現
代
密
教
第
二
十
六
号

（
一
七
三
―
一
八
八
頁
）
を
、
石
井
師
に
つ
い
て
は
宗
報
二
〇
一
五

（
平
成
二
十
七
）
年
十
月
号
（
十
一
―
十
二
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）『
密
教
大
辞
典
』（
法
藏
館
、
昭
和
六
十
二
年
）
に
お
い
て
「
梵
語
」（
二

〇
六
三
頁
）
の
意
味
内
容
を
確
認
す
る
と
、
隋
で
悉
曇
と
い
う
語
が

新
た
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
日
本
で
は
明
治
時
代
ま
で

専
ら
「
梵
語
＝
悉
曇
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
梵
語
も
悉
曇
も
同
一
義
と
し
て
扱
っ
た
。

（
３
）
五
十
五
―
七
〇
頁
。
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
六
十
二
―
六
十
三
、
六

十
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

講
義　

講
伝　

伝
授


